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　Ⅰ　一般学力検査結果の概要 

　 

　令和６年２月 27日（火）に実施した広島県公立高等学校入学者選抜における一般学力検

査について、その概要を取りまとめたので、今後の学習指導の参考としてください。 

 

１　出題について 

　一般学力検査問題の出題に当たっては、中学校学習指導要領に示された各教科の目標

に基づき、分野・領域のバランスに留意するとともに、基礎的・基本的な内容を中心に出

題した。また、総合問題や記述問題などを取り入れることによって、思考力、判断力、及

び表現力等をみるよう配慮した。 

　出題の大問数等については、次のとおりである。なお、英語においては、例年どおり実

音聴取による問題を出題した。 

 

各教科における設問数 

＊　記述問題等には、漢字の書き取りや選択した理由を併せて記述する設問を含めている。 

 

２　検査結果の概要について　　 

　　各教科の平均点、標準偏差及び得点分布については、次のとおりであった。 

 

各教科（50点満点）の平均点 

 

各教科（50点満点）の標準偏差 

 内容 国語 社会 数学 理科 英語

 大問数 ３ ４ ６ ４ ４

 設問数 21 22 20 24 19

 選択問題 ６ 13 ３ 10 10

 記述問題等 15 ９ 17 14 ９

 教科 国語 社会 数学 理科 英語 ５教科平均

 令和６年度 29.5 26.9 23.7 26.1 24.1 26.1

 令和５年度 26.2 25.8 22.6 25.3 24.0 24.8

 教科 国語 社会 数学 理科 英語

 令和６年度 8.3 10.1 11.6 10.9 11.9

 令和５年度 8.2 9.6 11.3 11.2 12.6

- 1 -



（各教科の得点分布） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５教科合計について、得点分布の状況を示すグラフの全体の形は、やや右寄りの中

央が高くなった山形になっており、平均点は、単純な経年比較はできないものの、昨

年度と比べやや上昇した。また、問題ごとの正答率の状況等から基礎的・基本的な知

識及び技能は概ね定着していると考えられる。 

教科別にみると、国語については、得点分布の全体の形が右寄りの山形となってお

り、平均点は昨年度と比べ上昇した。学習を進めていく上での基盤となる「漢字の読

み」と「漢字の書き取り」についての正答率は、それぞれ92.4％、86.0％と高い。大
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問別にみると、説明的な文章及び古典についての大問の正答率が比較的低い。 

社会については、得点分布の全体の形が台形に近い形になっているが、平均点は昨

年度と比べやや上昇した。大問別にみると、歴史についての大問の正答率が比較的低

い。 

数学については、得点分布の全体の形がやや右寄りの中央が高くなった山形になっ

ており、平均点は昨年度と比べやや上昇した。今後学習を進めていく上での基盤とな

る「簡単な数・式の計算」についての正答率の平均は 84.4％と高い。大問別にみると、

図形についての大問の正答率が比較的低い。 

理科については、得点分布の全体の形がやや右寄りの中央が高くなった山形になっ

ており、平均点は昨年度と比べ大きな変化はない。大問別にみると、電磁誘導と発電

及び酸とアルカリについての大問の正答率が比較的低い。 

英語については、得点分布の全体の形が台形に近い形になっており、平均点は昨年

度と比べ大きな変化はない。大問別にみると、コミュニケーションを行う目的や場面、

状況に応じて、表現内容を工夫してコミュニケーションを行うことについての大問の

正答率が比較的低い。 

５教科に共通した課題としては、課題解決の場面で、文章・資料等から読み取るな

どして得た情報を、既習の知識や学習内容等と関連付けて考察して、自分の考えをも

ったり判断したりし、その過程や結果を表現することが十分にできていない点が挙げ

られる。 

　この点を改善するためには、まず、自然・社会における事象の考察、コミュニケー

ションの場面などにおいて、目的や状況等に応じて思考・判断したり表現したりする

のにふさわしい問いや学習課題を設定して学習指導を行うことが考えられる。そして、

生徒が問いや学習課題に答えたり、取り組んだりする過程において、基礎的・基本的

な知識及び技能の習得も図りつつ、精査した情報を基に自分の考えを形成し、その過

程や結果を文章などによって表現する場面を設けることが重要である。 

こうした学習指導を行う上で大切なのは、それぞれの教科の特質に応じた「見方・

考え方」を働かせることにつながるような問いや学習課題を設定することである。生

徒が学習の過程において「見方・考え方」を働かせながら、知識を相互に関連付けて

より深く理解したり、問題を見いだして解決策を考えたり、思いや考えを基に創造し

たりすることに向かうような学びにしていくことが重要である。 

また、高等学校においても、各教科・科目の目標や系統性を理解した上で、義務教

育段階の指導状況や生徒の発達段階、生徒の言語能力の状況を踏まえ、単元の構成や

指導の在り方を工夫・改善していく必要がある。 
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Ⅱ　各教科の出題のねらい及び正答率と指導のポイント 

 

国　　語  

 

１　出題のねらい及び正答率 

 

現代文（文学的な文章、説明的な文章）及び古典によって、基礎的・基本的な知識

及び技能、伝え合う力、思考力や想像力などをみる。 

 

各問題のねらい（以下、（　）内のパーセントは正答率を示す。） 

 

　一は、文学的な文章について、想像力などを働かせて、場面や人物の心情などを的

確に捉え、それを適切に表現するなどの力をみる問題である。 

１　漢字を正しく読んだり書いたりすることができる。 

（ア 81.3％、イ 90.6％、ウ 86.5％、エ 98.2％、オ 92.5％） 

２  文脈に即して場面を的確に捉えることができる。（94.7％） 

３　文脈に即して人物の心情を的確に捉えることができる。（80.9％） 

４　文脈に即して場面を的確に捉えることができる。（95.5％） 

５　文脈に即して人物の心情を的確に捉え、それを適切に表現することができる。 

（22.4％） 

６　話の展開に即して人物の心情を的確に捉え、それを適切に表現することができる。 

　（Ⅲ 30.1％、Ⅳ 7.1％）  

 

　二は、説明的な文章について、思考力などを働かせて、文章の論理的な構成や展開

などを的確に捉え、それを適切に表現するなどの力をみる問題である。 

１　論理の展開に即して内容を的確に捉えることができる。（83.0％） 

２　接続する語句の働きについて理解している。（96.6％） 

３　論理の展開に即して内容を的確に捉えることができる。（67.0％） 

４　論理の展開に即して内容を的確に捉え、それを適切に表現することができる。 

（11.1％） 

５（１）論理の展開に即して内容を的確に捉えることができる。（51.7％） 

　（２）目的や意図に応じて情報を整理することができる。（48.1％） 

 

三は、古典について、基礎的な事項の理解、文章の内容などを的確に捉え、それを

適切に表現するなどの力をみる問題である。 
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１　歴史的仮名遣いについて理解している。（91.4％）　 

２　文脈に即して主語を的確に捉えることができる。（67.0％） 

３　訓読の仕方について理解している。（83.0％） 

４　文章の展開に即して内容を的確に捉え、それを適切に表現することができる。 

　（3.0％） 

 

※正答率等詳細 

 

２　指導のポイント 

 

上記の結果から、定着に課題がみられた三の４を取り上げて説明する。 

 

（１）出題の意図 

この問題は、古典において、文章の展開に即して内容を的確に捉え、それを適切

に表現する力が養われているかどうかをみる問題として作成した。 

具体的には、登場人物である孔子の考えを、孔子の発言を基に、設定した条件を

踏まえつつ文章でまとめさせる問題として作成した。 

 

（２）この問題が意図する力を育成するには 

この問題が意図する力を育成するための学習指導として、例えば、次のようなこ

とが考えられる。 
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【学習の見通し】 

①　「古典に表れたものの見方や考え方を紹介する」という言語活動を設定し、

学習の見通しをもたせる。 

 

【構造と内容の把握】 

②　教科書に掲載されている古典を読み、文章の展開に即して内容を捉えさせ

る。その際に、文章の読み取りに間違いがあるようであれば、本文や現代語

訳に根拠を求めさせたり、前後関係を読み取らせたりする。 

 

【精査・解釈】 

③　インターネットや学校図書館等を利用して、②で読んだ文章に関する歴史

的背景などについて調べさせ、調べて得た情報と②で読んだ文章の内容を関

連付けて、それらを根拠として文章に表れたものの見方や考え方について個

人で考えさせる。必要に応じてグループで話合いを行い、根拠の妥当性など

を確認した上で、個人で文章に表れたものの見方や考え方について文章にま

とめさせる。 

 

④　②で読んだ文章と異なるものの見方や考え方が表れている文章（古典）を

複数用意し、それらの文章をグループに割り振り、現代語訳や語注を手掛り

に文章の内容を捉えさせる。そして、③と同様にして文章に表れたものの見

方や考え方について考えさせ、それをグループでプレゼンテーションソフト

を用いて紹介資料としてまとめさせる。 

 

⑤　④でまとめた紹介資料を用いて、グループ相互でプレゼンテーションを行

わせる。そして、それらのプレゼンテーションが、調べて得た情報と読んだ

文章の内容とを関連付けたことを根拠として文章に表れたものの見方や考え

方を紹介する内容になっているか、という観点で評価し合い、適宜紹介資料

の見直しをさせる。 

 

【振り返り】 

⑥　①～⑤の学習の振り返りを通して、古典に表れたものの見方や考え方を考

えるためには、古典の内容と歴史的背景などを関連付け、それを根拠に考え

ることが大切であることに気付かせる。 
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　社　　会 

　 

１　出題のねらい及び正答率 

 

地理的分野、歴史的分野及び公民的分野の３分野にわたって、基礎的・基本的な知

識及び技能、各種の資料を活用して考察し判断する能力及び考察した結果を表現する

能力をみる。 
 

各問題のねらい（以下、（　）内のパーセントは正答率を示す。） 

 

１  地理的分野 

　  日本の地理に関する基礎的・基本的な知識及び技能、地図・資料を活用して考察

し判断する能力及び表現する能力をみる問題である。 

　１（１）日本の標準時子午線について理解している。（76.8％） 

（２）日本の気候について、地図と雨温図から読み取ったことを関連付けて考察

し、判断することができる。（59.7％） 

　２　日本の自然災害の特徴について、地図を読み取って考察し、判断することがで

きる。（73.6％） 

　３　富山市の市街地の様子の変化について、地形図を読み取って判断することがで

きる。（30.0％） 

　４　沖縄県産の菊の出荷量が９月に比べて３月に多い理由について、資料を読み取

って考察し、それを表現することができる。（10.6％） 

 

２  歴史的分野 

　　日本の交通を素材として、歴史的事象に関する基礎的・基本的な知識及び技能、

資料を活用して考察し判断する能力及び表現する能力をみる問題である。 

　１　平安京について理解している。（50.7％） 

　２　蒙古襲来について理解している。（54.8％） 

　３　織田信長が関所を廃止した理由について理解している。（64.6％） 

　４　浮世絵について理解している。（48.9％） 

　５　群馬県の五つの都市から横浜までの区間が鉄道でつながるようにした理由につ

いて、資料を読み取って考察し、それを表現することができる。（14.9％） 

　６　北浜の米市が発達した背景について、資料を読み取って考察し、判断すること

ができる。（53.8％） 
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３  公民的分野 

  　日本の三権分立及び税に関する基礎的・基本的な知識及び技能、資料を活用して

考察し判断する能力及び表現する能力をみる問題である。 

　１（１）普通選挙について理解している。（85.3％） 

　　（２）三権分立における国会及び裁判所の役割について理解している。 

（63.1％） 

　　（３）令状主義が採られている理由について理解している。（90.5％） 

　２（１）直接税について理解している。（50.9％） 

　　（２）日本政府が社会保障の財源として消費税をあてることが望ましいと考えて

いる理由について、資料を読み取って考察し、それを表現することができる。 

　　　　（17.9％） 

 

４  総合 

　　Ｇ７広島サミットを素材として、地理的・歴史的・社会的事象に関する基礎的・

基本的な知識及び技能、資料を活用して考察し判断する能力及び表現する能力をみ

る問題である。 

　１　石油危機について理解している。（45.8％） 

　２　Ｇ７メンバーの各国の特徴について、資料を読み取って考察し、判断すること

ができる。（92.5％） 

　３　シェンゲン協定加盟国の労働者にとっての利点について、資料から読み取った

ことを関連付けて考察し、それを表現することができる。（40.4％） 

　４　Ｇ７メンバーの各国の主な農産物の生産や貿易の特徴について、資料を読み取 

って考察し、判断することができる。（66.4％） 

　５　宅配事業者のデジタル技術を活用した取組の背景及び効果について、資料を読 

み取って考察し、それを表現することができる。（Ａ 26.8％、Ｂ 31.1％） 
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※正答率等詳細 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２　指導のポイント 

 

上記の結果から、定着に課題がみられた４５を取り上げて説明する。 

 

（１）出題の意図 

この問題は、現代社会に見られる課題の背景や、課題の解決に向けた取組につい

て、資料から読み取ったことを関連付けて考察し、それを表現する力が養われてい

るかどうかをみる問題として作成した。 

具体的には、資料から読み取ったことを関連付けることにより、日本の宅配事業 

者が直面する課題の背景について考察させ、宅配に遅延が生じうる理由を説明させ 

るとともに、課題解決に向けた荷物の受け取り側の行動の在り方について考察させ、  

アプリの活用が宅配便の配達の効率化につながる理由を説明させる問題として作成 

した。 

 

（２）この問題が意図する力を育成するには 

この問題が意図する力を育成するための学習指導として、例えば、次のようなこ

とが考えられる。 

 

【学習課題の設定】 

①　教師が、現代社会に見られる課題（例：時事問題や社会的に関心の高い問題
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など）についての資料を提示する。生徒は、その資料を読み、その課題の概要

を把握した上で、その課題についての気付きや疑問を出し合い、学習課題を設

定する。 

 

【情報収集】【考察】 

②　生徒は、その課題の背景について、個人でインターネット等を利用して調べ、

収集したグラフや記事等をクラウド上で共有する。情報の収集に当たっては、

情報の信頼性に留意させる。その上で、生徒は、グループで各自が収集した資

料を関連付けながら課題の背景について考察し、課題の背景にある様々な要因

を整理する。その際に、教師は、グラフや記事等から必要な情報を読み取るこ

とや複数の資料を関連付けることができていない生徒に対して、着目すべき点

に気付くことができるよう助言する。 

 

【構想】【まとめⅠ】 

③　生徒は、整理した要因を基に、個人でその課題の解決策を考える。このとき、

インターネット等を利用して、社会で検討されている解決策について調べて把

握した上で、例えば効率と公正の視点や持続可能性の視点に着目してよりよい

解決策を自分なりに考え、その解決策がよいと考える理由とともに、自分の意

見としてまとめる。 

 

④　各自の意見をクラウド上で共有し、教師は、いくつかの意見を取り上げて、

生徒が③で着目した視点に触れながらコメントし、全体で情報を共有する。な

お、このとき、③で生徒が着目した視点とは異なる視点を、新たに示すことも

考えられる。 

 

【まとめⅡ】【振り返り】 

⑤　生徒は、④を踏まえて、自分の解決策の見直しに向けて個人で再度考え、見

直した解決策とその解決策がよいと考える理由を自分の意見としてまとめて

クラウド上で共有し、振り返りを行う。 
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数　　学 

 

１　出題のねらい及び正答率 

 

数と式、図形、関数及びデータの活用の各領域において、基礎的・基本的な知識及

び技能、数学的な思考力、判断力、表現力をみる。 

 

各問題のねらい（以下、（　）内のパーセントは正答率を示す。） 

 

１　数と式や図形、関数、統計について、基礎的・基本的な知識及び技能をみる問題

である。 

（１）整数における正の数と負の数の四則計算をすることができる。（92.8％） 

（２）分数における正の数と負の数の四則計算をすることができる。（84.9％） 

（３）連立二元一次方程式を解くことができる。（81.9％） 

（４）平方根を含む式の計算をすることができる。（78.1％） 

（５）与えられた条件を満たす関数を式で表すことができる。（61.8％） 

（６）外角の大きさから正多角形の辺の数を求めることができる。（60.1％） 

（７）三平方の定理を利用し、辺の長さを求めることができる。（70.9％） 

（８）標本調査の結果から玉の個数を推定することができる。（71.7％） 

 

２　図形や確率、統計について、数学的な思考力、判断力をみる問題である。 

（１）与えられた条件に基づいて円錐の表面積を求めることができる。（21.8％） 

（２）具体的な事象について、与えられた条件を満たす確率を求めることができる。 

（53.6％） 

（３）箱ひげ図から読み取れることとして、必ず正しいといえる事柄かどうかを判断 

することができる。（19.8％） 

 

３　関数について、基礎的・基本的な知識及び技能、数学的な思考力をみる問題であ

る。 

（１）与えられた条件を満たす直線の式を求めることができる。（42.0％）  

（２）与えられた条件に基づいて関数のグラフを考察し、点のｘ座標を求めることが 

できる。（8.0％） 

 

 

 

- 11 -



４　図形について、数学的な思考力、表現力をみる問題である。 

与えられた条件に基づいて図形を考察し、二つの図形が合同であることを証明す

ることができる。（8.2％）   

 

５　関数について、日常生活の中で問題を解決する場面での基礎的・基本的な知識及

び技能、数学的な思考力、判断力、表現力をみる問題である。 

（１）関数である理由を説明することができる。（16.7％）   

（２）Ｂ店におけるｘとｙの関係をグラフで表すことができる。また、料金がＢ店よ 

りＡ店の方が安くなる場合をグラフから読み取ることができる。 

（グラフ 58.9％、ア・イ 28.5％）   

 

６　数と式について、数学的な思考力、表現力をみる問題である。 

（１）事柄が成り立つ理由を、文字式を利用して説明することができる。（31.8％） 

（２）（１）から条件を変えて考察し、成り立つ性質を見いだすことができる。 

（39.8％） 

（３）（２）から条件を変えて考察し、成り立つ性質を見いだすことができる。 

（49.0％） 

 

※正答率等詳細 
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２　指導のポイント 

　 

上記の結果から、定着に課題がみられた５（２）を取り上げて説明する。 

 

（１）出題の意図 

　この問題は、関数について、日常生活の中で問題を解決する場面での数学的な思

考力、判断力、表現力が養われているかどうかをみる問題として作成した。 

　　具体的には、Ｂ店の自転車のレンタル時間と料金の関係を表すグラフを、Ａ店に

おけるグラフにならってかき、自転車１台を借りた時間がどのようなときに、Ａ

店のレンタル料金がＢ店のレンタル料金より安くなるのかを、Ａ店とＢ店それぞ

れにおけるグラフを比較して読み取ることができているかを問う問題として作成

した。 

　 

（２）この問題が意図する力を育成するには 

　　この問題が意図する力を育成するための学習指導として、例えば、次のようなこ

とが考えられる。 

 

【日常生活や社会の事象を数理的に捉える】 

①　一次関数の単元において、日常生活の中で問題を解決する場面として、次の

課題を提示する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【数学的に表現・処理し、問題を解決する】 

②　個人でワークシートを使って、①の課題に取り組ませる。各自が取り組んだ　　　　　　　　　　　　　　　　 

ワークシートを画像にして、クラウド上で共有する。グループでクラウド上の　 

ワークシートを相互に見ながら各自が考えたことについて説明し合う活動を行

う。 

 

　　③　教師はクラウド上のワークシートの内容を確認し、例えば、次のような表を

  ある家電量販店では、商品Ａと商品Ｂの 

冷蔵庫が販売されています。右の表は、商 

品Ａ、Ｂのそれぞれの冷蔵庫の値段と年間 

の電気代を表したものです。あなたは、値 

段と毎年かかる電気代を合計した総費用が 

安くなる方を購入しようと考えています。総費用について、例えば、商品

Ａを２年間使用したときの総費用は 146000 円になります。 

あなたなら、商品Ａと商品Ｂのどちらを購入しようと考えますか。また、

そのように考えた理由も分かるように説明しましょう。 
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作成して考えている生徒のワークシートを取り上げ、そこから分かることや疑 

　　　問に思うことについて、生徒に説明させる。 

生徒の回答として、例えば、「８年後以降は商品Ａの方が高くなる。」、「７

年と８年の間に商品Ａと商品Ｂの総費用の金額が同じになるときがありそうだ

けど、どのタイミングなのだろうか。」などが想定される。 

 

④　次に、③で出てきた疑問の解決を図る 

ために、一次関数の式や右の図のような

グラフを利用して考えている生徒のワ

ークシートを取り上げ、そこから分かる

ことについて、生徒に説明させる。生徒

の回答として、例えば、「一次関数の式

を利用すれば、商品Ａと商品Ｂの総費用

の金額が同じになるのは、７年６か月使

用したときであることが分かる。」、「一

次関数の式やグラフから、７年６か月よ

り長く使用したときには、商品Ｂの方が

常に安くなることが分かる。」などが想

定される。 

　　　　留意点として、グラフの読み取りに課題がある場合には、「商品Ａのグラフ

と商品Ｂのグラフの交点は何を表していますか。」、「商品Ａと商品Ｂをそれ

ぞれ、２年６か月使用したとき、どちらが安いことが分かりますか。」など、

課題の解決につながる発問をしながら理解を促すことが考えられる。 

 

⑤　②～④の学習活動を踏まえ、自分の説明について適宜修正させる。 

 

【解決過程を振り返り得られた結果の意味を考察する】 

⑥　①～⑤の学習を振り返って、日常生活の中で問題を解決させる際に、関数や

グラフを用いることの意義について考えさせる。 

 

 使用年数 ０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10

 商品Ａの 
総費用

120000 133000 146000 159000 172000 185000 198000 211000 224000 237000 250000

 商品Ｂの 
総費用

150000 159000 168000 177000 186000 195000 204000 213000 222000 231000 240000
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理　　科 

 

１　出題のねらい及び正答率 

 

第１分野及び第２分野ともに、基礎的・基本的な知識及び技能、科学的な思考力、

判断力、表現力をみる。 
 

各問題のねらい（以下、（　）内のパーセントは正答率を示す。） 

 

１　植物の観察と分類の仕方を素材として、基礎的・基本的な知識及び技能、科学的

な思考力、判断力、表現力をみる問題である。 

１（１）ルーペを用いた観察方法について理解している。（81.0％） 

　（２）裸子植物の花のつくりについて理解している。（92.2％） 

　（３）シダ植物のからだのつくりについて理解している。（59.4％） 

２（１）栄養生殖について理解している。（43.9％） 

（２）根のつくりを基に、単子葉類であることを推定することができる。 

（67.5％） 

（３）植物を比較して見いだした共通点と相違点を基に、ブロッコリーがどのよ

うに分類できるかについて考察し、それを表現することができる。（55.4％） 

 

２　太陽系の天体を素材として、基礎的・基本的な知識及び技能、科学的な思考力、

判断力、表現力をみる問題である。 

１（１）恒星の特徴について理解している。（78.7％） 

　（２）地球の自転によって生じる現象について理解している。（64.8％） 

　（３）黒点の形状や動きを基に、太陽の形状を推定することができる。（68.1％） 

２　惑星の特徴と太陽系の構造について理解している。（32.6％） 

３（１）図を基に、金星の見かけの形と大きさの変化について考察することができ

る。（45.9％） 

　（２）図を基に、地球からの金星の見え方について考察することができる。 

（38.4％） 

 

３　電磁誘導と発電を素材として、基礎的・基本的な知識及び技能、科学的な思考力、

判断力、表現力をみる問題である。 

１（１）誘導電流について理解している。（56.7％） 

　（２）実験の結果を基に、磁極と誘導電流の向きとの関係について考察すること
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ができる。（45.6％） 

（３）与えられた条件を基に、誘導電流の大きさの変化について考察し、それを

表現することができる。（30.0％） 

２　コイルに流れる電流がつくる磁界の向きと磁力との関係について考察すること

ができる。（24.3％） 

３（１）風力発電について理解している。（86.6％） 

　　（２）プロペラの回転速度が小さくなった理由について考察し、それを表現する

ことができる。（31.0％） 

　 

４　酸とアルカリを素材として、基礎的・基本的な知識及び技能、科学的な思考力、

判断力、表現力をみる問題である。 

１　酸性の水溶液の性質について理解している。（59.8％） 

２（１）メスシリンダーの目盛りの読み取り方を理解している。（67.2％） 

　（２）電解質について理解している。（78.0％） 

　（３）酸とアルカリを中和させると塩が生じることを理解している。（46.9％） 

（４）実験の結果を基に、全ての水素イオンが水酸化物イオンと結び付くとどの

ような状態になるかについて考察し、二つの水溶液中のイオンの数の比を求

めることができる。（12.4％） 

（５）実験の方法や結果を基に、各水溶液中のイオンや中和により生じた物質に

ついて考察することができる。（16.2％） 

※正答率等詳細 
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２　指導のポイント  
 

　上記の結果から、定着に課題がみられた４２（５）を取り上げて説明する。 

 

（１）出題の意図 

この問題は、実験の方法や結果を基に、各水溶液中のイオンや中和により生じた

物質について考察する力が養われているかどうかをみる問題として作成した。 
具体的には、塩酸や、塩酸と水酸化ナトリウム水溶液を異なる割合で混合さ

せた水溶液に電気を通した実験の方法や結果を基に、各水溶液中に存在するイ

オンや中和により生じた物質について考察させ、それらに関する記述として適切

なものを選択させる問題として作成した。 
 

（２）この問題が意図する力を育成するには 

この問題が意図する力を育成するための学習指導として、例えば、次のようなこ

とが考えられる。 
 

【課題の把握】 
①　ＢＴＢ溶液を加えたうすい塩酸を提示してそれが黄色であることを確認さ

せ、その水溶液に、うすい水酸化ナトリウム水溶液を少しだけ加え、「この水溶

液はまだ酸性ですが、中和は起こったといえますか。」と問いかけ、それを確か

めるための方法を考えさせる。 

 

【課題の探究】 

②　①の問いについて、個人の考えをクラウド上のワークシート等に入力させ、

その内容をグループで共有させる。グループごとに仮説及び実験計画を考えさ

せ、その実験の内容が安全であるかを確かめてから、生徒にグループで実験を

行わせる。 

例えば、「中和が起こっているならば、塩として、塩化ナトリウムができる。」

という仮説を設定した場合、①で得られた水溶液をスライドガラスに１滴取り、

水を蒸発させて物質が生じることを確かめていく実験が考えられる。なお、こ

の実験結果が得られたあとに、「この物質は、うすい水酸化ナトリウム水溶液を

加えたことにより生じた物質であるといえますか。」といった問いを加え、対照

実験として、はじめの塩酸をスライドガラスに１滴取り、水を蒸発させ、スラ

イドガラスには何も残らないことを確かめさせることもできる。 
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　【課題の解決】 

③　②の活動を踏まえて、個人で①の問いに対する答えを、イオンのモデルを用

いてワークシート等に入力させ、その内容をクラス全体で共有させながら、自

分の考えを適宜修正させていく。 
 

④　最後に、ＢＴＢ溶液を加えたうすい塩酸に、その水溶液の色が青色になるよ

うに、うすい水酸化ナトリウム水溶液を一定量加えたものを提示する。②、③

を踏まえて、得られた水溶液の、水溶液中の状態について、イオンのモデルを

用いてワークシート等に入力させる。 

ここまでの学習を振り返り、中和についてまとめさせる。 
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英　　語 

 
１　出題のねらい及び正答率 

 

英語で簡単な情報や考えなどを理解したり表現したり伝え合ったりするコミュニケ

ーションを図るために必要な知識及び技能、思考力、判断力、表現力を総合的にみる。 

 

各問題のねらい（以下、（　）内のパーセントは正答率を示す。） 

 

１　英語による放送を聞き、その内容を理解する能力及び自分の考えを表現する能力を

みる問題である。 

　Ａ　対話の概要や要点を理解し、質問に対する応答として最も適切な英文や図を選 

ぶことができる。（No.1 86.2％、No.2 82.5％、No.3 55.0％） 

　Ｂ　対話の概要や要点を理解し、対話を続けるための質問を英文で書くことができ 

る。（22.7％） 

　Ｃ　英文の概要や要点を理解し、質問に対する自分の考えが読み手に正しく伝わる 

ように英文を書くことができる。（9.2％） 

 

２　会話文を読み、その内容について総合的に理解する能力をみる問題である。 

　１　会話文の内容を的確に捉えることができる。（78.9％） 

　２　指示された内容に合った適切な英文を選ぶことができる。（73.3％） 

　３　会話文の流れに合った適切な表現を選ぶことができる。（47.2％） 

　４　会話文の展開を的確に捉え、英文の入るべき位置を選ぶことができる。 

（55.6％） 

　５　会話文の概要や要点を理解し、適切な語を選ぶことができる。 

（a 58.1％、b 68.4％、c 55.8％、d 55.8％） 

 

３　長い文章を読み、その内容について総合的に理解し表現する能力をみる問題であ

る。 

　１　文章の内容について、英語による質問に英語で適切に応答することができる。

（（１） 36.1％、（２） 31.5％） 

２　適切な英語の表現になるように、与えられた語を並べかえることができる。 

（52.5％） 

３　指示された内容に合った適切な英文を選ぶことができる。（31.2％） 

４　文章の流れに合った適切な語を考えて書くことができる。（19.7％） 
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５　文章の内容に合った適切な英文を選ぶことができる。（60.7％） 

　６（１）英語の特徴やきまりを踏まえて、対話の流れに合った適切な語を考えて書

くことができる。（49.5％） 

（２）文章の概要や要点を理解し、対話の流れに合った適切な表現を考えて書く

ことができる。（11.6％） 

 

４　コミュニケーションを行う目的や場面、状況に応じて、表現内容を工夫してコミ

ュニケーションを行う能力をみる問題である。 

日常的な話題について、自分の考えを整理し、まとまりのある英文を書くこと

ができる。（7.5％） 

 

※正答率等詳細 

 

 

２　指導のポイント 

 

上記の結果から、定着に課題がみられた１Ｃを取り上げて説明する。 

 

（１）出題の意図 

この問題は、英文を聞いて概要や要点を理解し、質問に対する自分の考えが読み

手に正しく伝わるように英文を考えて書くことのできる力が養われているかどうか
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をみる問題として作成した。 

具体的には、日本に来て日本語を学習している留学生の発話を聞き、日本語を聞

き取る力を伸ばすためにどうしたらよいかという質問を聞き取り、質問に対する自

分の考えとその理由を英文で書かせる問題として作成した。 

 

（２）この問題が意図する力を育成するには 

この問題が意図する力を育成するための学習指導として、例えば、次のようなことが

考えられる。 

 

【コミュニケーションの目的や場面、状況等の理解】 

①　「ＡＬＴの〇〇先生の相談に回答するために、〇〇先生が話すのを聞いて相談の内

容を聞き取り、聞き取った情報を基に適切な提案を書くことができる」という単元の

目標を設定し、生徒と共有する。この単元の終末に、ＡＬＴの相談の内容を聞き取

り、聞き取った情報を基に提案を書くという言語活動を行うことを告げる。 

 

【目的に応じた発信までの方向性の決定・言語活動の見通し】【目的実現のための言語活動】 

②　単元の終末の言語活動に向け、相談を聞く際に、どのようなことを聞き取るとよい

のか等、聞き取りのポイントを考えさせる。まず生徒に個人で考えさせ、そのあと学

級全体で共有するなどし、話されることの全てを聞き取ろうとするのではなく、相談

に回答するという目的に応じて話し手の状況や意図など必要な情報を聞き取った

り、相談内容の概要や要点を捉えたりすることなどが重要なポイントであることを

理解できるようにする。 

 

③　英語で話された相談を聞いて、必要な情報等を聞き取る言語活動を行う。英語を聞

く前に、②で理解した聞き取りのポイントを生かし、何を聞き取るべきかを意識させ

る。聞き取りを行う際には、タブレット端末で聞くことができる音声の教材や録音し

た音声等を活用し、聞き取れない場合は個人で繰り返し聞けるようにすることなど

の工夫が考えられる。 

 

④　相手の相談に対して提案を書く言語活動を行う。書く前に、相談に合った適切な提

案と理由とはどのようなものかを考えさせ、相手の状況を踏まえた提案になってい

るかや、提案と理由につながりがあるかなどが重要なポイントであることを理解さ

せる。そのあと英語で話された相談を聞き取らせ、それに対する提案とその理由を個

人で書かせる。書いた内容をペアで共有させ、提案を書く際のポイントに沿って、適

切な提案と理由になっているかを評価させる。 
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【単元終末の言語活動】【まとめと振り返り】 

⑤　単元の終末に、ＡＬＴの相談の内容を聞き取り、聞き取った相談に対して提案を書

く言語活動を行う。生徒はペアで互いが書いた提案を読み、②や④で理解したポイン

トに基づいて相互評価をする。また教師が生徒の書いた提案の中でよかったものを

紹介し、どのような点がよかったかを学級全体で考えさせる。それらを踏まえて、各

自で提案する文章の見直しをさせる。 
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5二 　 次 の 文 章 を 読 ん で 、 あ と の 問 い に 答 え な さ い 。

生 物 は 、 そ れ ぞ れ の 生 息 ・ 生 育 環 境 で の 暮 ら し に 適 し た 性 質 を も っ て

い ま す 。 雪 が 降 る 季 節 に は 体 色 を 茶 色 か ら 白 に 変 え て 敵 か ら 見 つ か り に

く く な る ウ サ ギ は 、 わ か り や す い 例 で し ょ う 。 こ れ は 、 生 物 が お か れ た

環 境 の も と で 上
う

手
ま

く 暮 ら せ る 性 質 を も っ た も の が 生 き 残 り 、 よ り 多 く の

次 世 代 を 残 し て き た 結 果 と 考 え ら れ ま す 。 生 物 の
　

ａ
　

が 環 境 条 件 に

う ま く あ っ て い る こ と を 、 「 生 物 が 環 境 に 適 応 し て い る 」 と い い ま す 。

温 暖 化 の よ う な 気 候 変 化 は 、 そ れ ま で の 環 境 に 適 応 し て い た 生 物 に 不

利 益 を も た ら す こ と が あ り ま す 。 一 例 を 挙 げ ま し ょ う 。 北 海 道 で 早 春 に

咲 く エ ゾ エ ン ゴ サ ク と い う 植 物 は 、 や は り 早 春 に 花 の 蜜 を 吸 う た め に 盛

ん に 活 動 す る マ ル ハ ナ バ チ の 女 王 に 花 粉 を 運 ん で も ら う こ と で 、 種 子 を

つ く る こ と が で き ま す 。 エ ゾ エ ン ゴ サ ク は 雪 解 け を 主 な 刺 激 と し て 開 花

し ま す 。 近 年 、 気 候 変 動 に よ り 雪 解 け の 時 期 が 早 ま っ て い る た め 、 こ の

ま ま の 傾 向 が 進 む と マ ル ハ ナ バ チ が 冬 眠 か ら 目 覚 め る 前 に 花 を 咲 き 終 え

て し ま う た め 、 エ ゾ エ ン ゴ サ ク は 繁 殖 に 失 敗 し や す く な る こ と が 指 摘 さ

れ て い ま す 。 こ の よ う な こ と が 続 く と 、 生 物 は 絶 滅 し て し ま う か も し れ

ま せ ん 。
ｂ
　

、 気 候 変 動 が 常 に 生 物 の 絶 滅 を も た ら す わ け で は あ り ま せ ん 。

一 般 論 と し て 、 環 境 の 変 化 に 対 す る 生 物 の 反 応 は 主 に 三 つ に 分 け ら れ ま

す 。 分 布 域 の 変 化 （ ＝ 暮 ら し や す い 場 所 へ の 生 物 の 移 動 ） 、 順 応 （ ＝ 遺

伝 子 の 変 化 を 伴 わ な い 性 質 の 変 化 ） 、 進 化 （ ＝ 遺 伝 子 の 変 化 を 伴 う 性 質

の 変 化 ） で す 。

分 布 の 変 化 は 、 そ の 生 物 の 生 育 ・ 生 息 に 適 し た 場 所 が 大 き く 繋
つ な
が り 広

が っ て い る 場 合 や 、 高 い 移 動 ・ 分 散 を す る 能 力 を 備 え て い る 場 合 の 反 応

で す 。 海 洋 の 魚 類 で は 、 気 候 変 動 に 対 応 し た 分 布 の 変 化 が 多 数 報 告 さ れ

て い ま す 。

順 応 と は 、 個 体 の 生 涯 の 期 間 で 生 じ る 「 環 境 に 対 応 し た 変 化 」 で す 。

温 帯 で 暮 ら し て い た 人 が 熱 帯 に 移 住 す る と 、 発 汗 機 能 が 向 上 し た り し ま

す 。 こ れ は 遺 伝 子 が 変 化 し た わ け で は な い の で 、 進 化 と は 呼 び ま せ ん 。

生 物 の 多 く は 環 境 の 変 化 に 対 し て 順 応 す る 能 力 を も っ て い ま す が 、 反 応

で き る 変 化 の 幅 に は 限 界 が あ り ま す 。

進 化 は 、 あ る 環 境 で 何 度 も 世 代 を 経 る こ と で 、 そ の 集 団 の 遺 伝 的 な 特

徴 が 変 化 す る 現 象 を 指 し ま す 。 進 化 は 次 の 三 つ の 条 件 が そ ろ っ た と き に

生 じ ま す 。 そ れ は 、 ① 集 団 の 中 に 特 徴 の 異 な る 個 体 が 存 在 す る こ と 、 ②

そ の 特 徴 の 違 い が 遺 伝 子 の 違 い に 起 因 す る こ と 、 ③ そ の 特 徴 の 違 い に 応

じ て 生 存 率 や 繁 殖 率 が 異 な る こ と 、 と い う 条 件 で す 。 生 物 集 団 の 中 に

「 暑 さ へ の 耐 性 」 に 関 す る 性 質 に 違 い が あ る 個 体 が 存 在 し 、 そ の 性 質 は

遺 伝 的 な も の で あ り 、 か つ そ の 性 質 を も っ た 個 体 が 他 の 個 体 よ り も 多 く

の 子 孫 を 残 す な ら ば 、 そ の 生 物 は 暑 さ へ の 耐 性 を も つ よ う に 進 化 し ま す 。

気 候 変 動 は 急 速 に 進 行 す る 、 大 き な 環 境 変 化 で す 。 順 応 に よ っ て 対 応

で き る 範 囲 を 超 え る こ と も し ば し ば あ る た め 、 生 物 が 長 期 に わ た っ て 存

続 す る た め に は 、 分 布 域 を 変 化 さ せ る か 、 進 化 す る し か あ り ま せ ん 。 分

布 域 の 変 化 も 、 順 応 も 、 進 化 も う ま く い か な か っ た 場 合 、 待 っ て い る の

は 絶 滅 で す 。

気 候 変 動 が 生 物 の 進 化 を 引 き 起 こ し た と 考 え ら れ て い る 実 例 は 、 す で
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５ 　 亜 紗 は そ う い う 感 じ の 質 問 が と て も 嫌 い だ と あ る が 、 次 の 文 は 、

亜 紗 が そ う し た 質 問 を 嫌 う 理 由 に つ い て 述 べ た も の で す 。 空 欄 Ⅱ に 当

て は ま る 適 切 な 表 現 を 、 四 十 字 以 内 で 書 き な さ い 。

綿 引 先 生 が 花 井 さ ん に し た 質 問 は 、 「 子 ど も た ち に 一 言 」 と い う

よ う な 質 問 で あ り 、 そ れ は 、 （ 　 　 　 　 Ⅱ 　 　 　 　 ） と 感 じ ら れ る

か ら 。

②

６ 　 Ⓐ ・ Ⓑ の 描 写 に つ い て 、 国 語 の 時 間 に 生 徒 が 班 で 話 し 合 い を し ま し

た 。 次 の 【 生 徒 の 会 話 】 は そ の と き の も の で す 。 こ れ を 読 ん で 、 空 欄

Ⅲ に 当 て は ま る 適 切 な 表 現 を 、 二 十 五 字 以 内 で 書 き な さ い 。 ま た 、 空

欄 Ⅳ に 当 て は ま る 適 切 な 表 現 を 、 四 十 五 字 以 内 で 書 き な さ い 。

【 生 徒 の 会 話 】

清 水 ： 　 「 ぽ ー っ と 」 と い う 描 写 が 二 回 出 て き て い る け ど 、 何 か 違

い は あ る の か な 。

川 上 ： 　 Ⓑ で は 、 「 あ ま り に ぽ ー っ と な り す ぎ た 」 と あ る よ ね 。 Ⓐ

の と き よ り も 、 「 ぽ ー っ と 」 し た 感 じ が 強 く な っ て い る 感 じ

が す る ね 。

藤 井 ： 　 Ⓐ の と き は 、 講 演 会 で の 花 井 さ ん の 話 を 聴 い た り 、 凜 々 し

い 姿 を 見 た り し て 「 ぽ ー っ と な っ た 」 の で は な い か な 。

村 上 ： 　 そ う だ ね 。 だ け ど 、 そ れ だ け か な 。 本 当 に 宇 宙 に 行 っ た こ

と の あ る 宇 宙 飛 行 士 の 花 井 さ ん と （ 　 　 　 Ⅲ 　 　 　 ） こ と も 、

「 ぽ ー っ と な っ た 」 こ と に 関 係 し て い る と 思 う よ 。 そ し て 、

Ⓑ の と き は 、 （ 　 　 　 　 Ⅳ 　 　 　 　 ） か ら 「 あ ま り に ぽ ー っ

と な り す ぎ た 」 の だ と 思 う よ 。

清 水 ： 　 な る ほ ど 。 そ う か も ね 。 だ か ら 、 Ⓑ で は 、 「 あ ま り に ぽ ー

っ と な り す ぎ た 」 と 描 写 さ れ て い る の か も し れ な い ね 。
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7１ 　 ａ

　

に 当 て は ま る 最 も 適 切 な 語 を 、 こ の 文 章 の 第 一 段 落 か ら 二

字 で 抜 き 出 し て 書 き な さ い 。

２ 　 ｂ
　

に 当 て は ま る 最 も 適 切 な 語 を 、 次 の ア 〜 エ の 中 か ら 選 び 、

そ の 記 号 を 書 き な さ い 。

ア 　 た と え ば 　 　 イ 　 し か し 　 　 ウ 　 ま た は 　 　 エ 　 さ ら に

３ 　 ｃ

　

に 当 て は ま る 最 も 適 切 な 表�

現 を 、 次 の ア 〜 エ の 中 か ら 選 び 、 そ の 記 号 を 書 き な さ い 。

ア� 　 進 化 の 速 度 が 気 候 変 動 の 速 度 よ り も 緩 や か で あ れ ば 、 絶 滅 を 避

け る こ と が で き る か も し れ ま せ ん が 、 進 化 の 速 度 が 気 候 変 動 の 速

度 よ り も 速 け れ ば 絶 滅 し ま す

イ� 　 生 物 に よ っ て は 、 気 候 変 動 に よ っ て 世 代 時 間 が 短 く な り 、 そ れ

が 要 因 と な り 絶 滅 し ま す

ウ� 　 気 候 変 動 の 速 度 に 比 べ 進 化 の 速 度 が 十 分 に 速 け れ ば 、 絶 滅 せ ず

に 「 変 化 し な が ら 残 る 」 こ と に な り 、 逆 に 進 化 の 速 度 が 追 い つ か

な け れ ば 絶 滅 し ま す

エ� 　 生 物 の 世 代 時 間 が 長 け れ ば 、 遺 伝 子 の 変 化 が 世 代 を 超 え て 生 じ 、

絶 滅 せ ず に 「 変 化 し な が ら 残 る 」 こ と に な り ま す

４ 　 気 候 変 動 は 地 球 の 生 態 系 の 姿 を 大 き く 変 え る 可 能 性 が あ り と あ�

る が 、 気 候 変 動 が 生 態 系 の 姿 を 大 き く 変 え る 可 能 性 が あ る 理 由 を 、 こ

の 文 章 に お け る 筆 者 の 主 張 を 踏 ま え て 、 八 十 字 以 内 で 書 き な さ い 。

５ 　 総 合 的 な 学 習 の 時 間 に 海 の 環 境 問 題 を テ ー マ に 学 習 し て い る あ る 班

の 生 徒 は 、 本 文 を 読 ん で 、 気 候 変 動 が 生 物 に 与 え る 影 響 に つ い て 関 心

を も ち 、 海 洋 生 物 に 対 す る 影 響 に つ い て 、 イ ン タ ー ネ ッ ト で 調 べ る こ

と に し ま し た 。 次 の 【 記 事 の 一 部 】 は 、 こ の 班 の 和 田 さ ん が 見 付 け た

も の で す 。 ま た 、 【 生 徒 の 会 話 】 は 、 班 員 が 【 記 事 の 一 部 】 を 読 ん で

行 っ た も の で す 。 こ れ ら を 読 ん で 、 あ と の ⑴ ・ ⑵ に 答 え な さ い 。

【 記 事 の 一 部 】

気 候 変 動 に よ る 海 水 温 の 上 昇 と 海 水 に 溶 け る 酸 素 の 減 少 に よ っ て 、

マ グ ロ や ハ タ か ら 、 サ ケ 、 オ ナ ガ ザ メ 、 タ ラ に 至 る ま で 、 数 百 種 の

魚 が こ れ ま で 考 え ら れ て い た 以 上 の ペ ー ス で 小 型 化 し て い る 。 二 〇

一 七 年 八 月 二 十 一 日 付 の 科 学 誌 「Global�Change�Biology 」 誌 に 掲

載 さ れ た 論 文 で そ ん な 結 論 が 導 き 出 さ れ た 。

海 水 の 温 度 が 上 昇 す る と 、 海 の 生 き も の の 代 謝 が 盛 ん に な る 。 そ

の た め 、 魚 や イ カ を は じ め 、 生 物 は 海 水 か ら よ り 多 く の 酸 素 を 取 り

込 む 必 要 が 生 じ る 。 し か し そ の 一 方 で 、 海 水 に 溶 け る 酸 素 の 量 は 水

温 が 高 く な る ほ ど 減 る 。 こ の 酸 素 の 減 少 は 、 多 く の 海 で す で に 起 き

て い る こ と が 指 摘 さ れ て い る 。
（ 日 本 経 済 新 聞 ウ ェ ブ ペ ー ジ に よ る 。 ）

①

国
―
6

に 報 告 さ れ て い ま す 。 イ ギ リ ス の 湖 に お い て ミ ジ ン コ の 性 質 の 変 化 を 調

べ た 研 究 で は 、 一 九 六 〇 年 代 か ら 二 〇 ○ 〇 年 代 ま で の 間 に 、 高 温 に 耐 性

を も つ 個 体 が 増 加 し た こ と が 示 唆 さ れ て い ま す 。 ま た 、 フ ラ ン ス の 耕 地

雑 草 で あ る 一 年 生 植 物 ヤ グ ル マ ギ ク の 研 究 で は 、 一 九 九 二 年 に 採 取 し 保

存 さ れ て い た 種 子 と 、 二 〇 一 〇 年 に 採 取 さ れ た 種 子 を 同 じ 条 件 の 畑 に 蒔
ま

い て 育 て た 結 果 、 二 〇 一 〇 年 の 種 子 の グ ル ー プ の 方 が 平 均 四 日 ほ ど 早 く

開 花 し 、 こ れ は 開 花 に か か わ る 遺 伝 子 が 変 化 し た 結 果 で あ る こ と が 示 唆

さ れ て い ま す 。

こ の よ う な 例 は あ る も の の 、 気 候 変 動 が も た ら し た 進 化 の 例 は 、 多 く

は あ り ま せ ん 。 上 で 挙 げ た ミ ジ ン コ と ヤ グ ル マ ギ ク に 共 通 す る 特 徴 と し

て 、 世 代 時 間 （ 次 の 世 代 を 残 す ま で の 時 間 ） が 短 い こ と が 挙 げ ら れ ま す 。

進 化 は 世 代 を 超 え た 遺 伝 子 の 変 化 な の で 、 世 代 時 間 が 短 い 生 物 の 方 が 高

速 に 進 み ま す 。 逆 に 、 樹 木 の よ う に 世 代 時 間 が 長 い 生 物 は 進 化 の 速 度 が

遅 い た め 、 気 候 変 動 に 追 随 し た 変 化 が 容 易 で は あ り ま せ ん 。

ｃ

　

。 気 候 変 動 と い う 急 流 に 流 さ�

れ ず に 存 続 す る の は 容 易 で は な い の で す 。

現 在 進 行 し て い る 気 温 上 昇 な ど の 気 候 変 動 の 特 徴 は 、 過 去 の 地 球 で 生

じ た 気 候 変 動 よ り も 速 度 が 速 い こ と が 特 徴 で す 。 そ の た め 多 く の 生 物 に

と っ て は 存 続 を 脅
お び や

か す 危 機 に な り ま す 。 現 代 か ら 二 〇 五 〇 年 ま で の 間�

に 二 度 を 超 え る 気 温 上 昇 が 生 じ た 場 合 、 地 球 全 体 で は 三 割 以 上 の 種 が 絶

滅 す る 危 険 が あ る と い う 予 測 も あ り ま す 。 現 在 進 行 中 の 気 候 変 動 は そ れ

ほ ど 深 刻 な の で す 。

こ こ ま で 、 気 温 の 上 昇 に 追 随 し た 進 化 が 可 能 か ？ 　 と い う 観 点 か ら 説

明 し て き ま し た 。 し か し 、 気 候 変 動 が 生 物 に 与 え る 影 響 は よ り 複 雑 で す 。

生 物 は 、 温 度 や 降 水 量 と い っ た 気 象 条 件 だ け で な く 、 餌 の 分 布 と 種 類 、

天 敵 や 病 原 菌 の 種 類 な ど 、 さ ま ざ ま な 要 因 に 対 し て 適 応 し て い ま す 。 気

候 変 動 に 伴 っ て 生 物 の 分 布 や 性 質 が 変 化 す る と 、 そ の 生 物 と 関 係 し て 暮

ら し て い た 他 種 の 生 物 も 影 響 を 受 け ま す 。 そ れ は 時 に は 絶 滅 を も た ら す

ほ ど の 効 果 を も つ こ と も あ り ま す 。

た と え ば 氷 河 期 に 大 繁 栄 し た マ ン モ ス は 「 暑 さ に 耐 え ら れ ず に 」 絶 滅

し た わ け で は な い と 言 わ れ て い ま す 。 複 数 の 要 因 が 影 響 し た と 考 え ら れ

て い ま す が 、 特 に 影 響 が 強 か っ た 要 因 と し て 「 植 生 の 変 化 」 を 挙 げ る 説

が あ り ま す 。 気 候 の 温 暖 ・ 湿 潤 化 に 伴 い 、 そ れ ま で 餌 場 と し て 利 用 し て

い た 草 原 が 樹 林 に 変 化 し た た め に 、 個 体 数 が 大 幅 に 減 少 し た と い う 意 味

で す 。 も し そ う な ら 、 草 や 木 の 分 布 や 量 の 変 化 が 、 そ れ を 餌 と し て い た

動 物 の 絶 滅 を も た ら し た 例 と 言 え ま す 。

い ま ま で 花 粉 を 運 ん で く れ て い た ハ チ が 北 に 移 動 し て し ま っ た ら ？

こ れ ま で 害 虫 を 食 べ て く れ て い た カ エ ル が 別 の 食 べ 物 を 選 ぶ よ う に な っ

た ら ？ 　 気 候 変 動 が も た ら し う る こ れ ら の 変 化 は 、 間 接 的 に 別 の 種 の 衰

退 を も た ら す か も し れ ま せ ん 。

気 候 変 動 は 地 球 の 生 態 系 の 姿 を 大 き く 変 え る 可 能 性 が あ り 、 そ の�

影 響 は 十 分 に 予 想 で き ま せ ん 。 な る べ く 進 行 を 遅 ら せ る 努 力 を し つ つ 、

自 然 の 仕 組 み の 理 解 や 、 賢 明 な 適 応 の あ り 方 の 検 討 を 進 め る こ と が 重 要

で す 。

（ 気 候 変 動 適 応 情 報 プ ラ ッ ト フ ォ ー ム ウ ェ ブ ペ ー ジ に よ る 。 ）

①
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魯
ろ

の 国 に は 、 他 国 に 捕 ら わ れ た 自 国 の 人 を 、 金 を 払 っ て 救 出 し た

人 に 対 し て 、 後 に 国 が そ の 金 を 支 払 う と い う 法 が あ っ た 。 孔 子 の 弟

子 の 賜
し

は 、 金 を 払 っ て 魯 の 国 の 人 を 救 出 し た が 、 国 か ら の 金 を 受 け

取 ら な か っ た 。

【 書 き 下 し 文 】

孔 子 曰
い

は く 、 「 賜 之
こ れ

を 失 せ り 。 今 よ り 以 往 、 魯 人 、 人 を 贖
あ が な

は ざ ら�

ん 。 其
そ

の 金 を 取 る と も 、 則
す な は

ち 行 ひ に 損 す る 無 く 、 其 の 金 を 取 ら ざ れ ば 、

則 ち 復
ま

た 人 を 贖 は ず 。 」 と 。

子 路 、 溺 者 を 拯
す く

ふ 。 其 の 人 之 を 拝 す る に 牛 を 以
も つ

て し 、 子 路 之 を 受�

く 。 孔 子 曰 は く 、 「 魯 人 必 ず 溺 者 を 拯 は ん 。 」 と 。

孔 子 之 を 見 る に 細 を 以 て し 、 化 を 観
み

る こ と 遠 き な り 。

①

間 違 っ て い る 救 出 し な く な

る だ ろ う 善 行 を 損 な う

二 度 と

注

救 助 し た

②

謝 礼 す る

救 助 す る だ ろ う

成 り 行 き を 遠 く ま で 見 通 し て い た

【 漢 文 】

孔 　 子 　 曰 、 「 賜 　 失 之 矣
　

。 自
よ

今 　 以 　 往 　 、 魯 　 人 　 、

不
ざ

贖 人 矣
　

。 取 其 金 、 則 無 損 於 　 行 、

不
ざ

取 其 金 、 則 不
ず

復 贖 人 矣
　

。 」

子 　 路 　 、 拯 溺 　 者 。 其 人 　 拝 之 以 牛 、 子 　 路

受 之 。 孔 　 子 　 曰 、 「 魯 　 人 　 必 拯 溺 　 者 矣
　

。 」

孔 　 子 　 見 之 以 細 、 観 化 遠 也
な り

　

。
（ 「 呂
り ょ
氏
し

春
し ゅ ん

秋
じ ゅ う

」 に よ る 。 ）

（ 注 ） 子 路 ＝ 孔 子 の 弟 子 。

１ 　 曰 は く の 平 仮 名 の 部 分 を 、 現 代 仮 名 遣 い で 書 き な さ い 。

２ 　 其 の 人 と は 、 誰 の こ と で す か 。 次 の ア 〜 エ の 中 か ら 最 も 適 切 な�

も の を 選 び 、 そ の 記 号 を 書 き な さ い 。

ア 　 孔 子 　 　 イ 　 賜 　 　 ウ 　 子 路 　 　 エ 　 溺 者

３ 　 見 之 に 、 【 書 き 下 し 文 】 の 読 み 方 に な る よ う に 、 返 り 点 を�

書 き な さ い 。
ハ ク セ リ

レ

ヲ リ
レ

ラ ン
レ

ハ
レ

ヲ ル ト モ
二

ノ ヲ
一

チ ク
レ

ス ル
二

ヒ ニ
一

レ バ
レ

ラ
二

ノ ヲ
一

チ ト
二

タ ハ
一 レ

ヲ

フ
二

ヲ
一

ノ ス ル ニ
レ

ヲ テ シ
レ

ヲ

ク
レ

ヲ ハ ク ズ ハ ン ト
二

ヲ
一

③ ル ニ ヲ テ シ
レ

ヲ ル コ ト
レ

ヲ キ

①
②

③ ル ニ ヲ
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【 生 徒 の 会 話 】

和 田 ： 　 記 事 に 書 か れ て い る 魚 の 小 型 化 は 、 本 文 で 筆 者 が 述 べ て

い る 分 布 域 の 変 化 、 順 応 、 進 化 と い う （ 　 　 Ⅰ 　 　 ） の 一

つ の 具 体 的 な 事 例 と し て 捉 え る こ と が で き る よ ね 。

田 中 ： 　 そ う だ ね 。 気 候 変 動 に よ る 海 水 温 の 上 昇 に よ っ て 魚 が 小

型 化 す る ん だ ね 。 知 ら な か っ た な 。 こ の 記 事 を 私 た ち の ま

と め る レ ポ ー ト に 引 用 し よ う よ 。 き っ と み ん な も 驚 く と 思

う よ 。

木 村 ： 　 ち ょ っ と 待 っ て 。 魚 が 小 型 化 し て い る の は 、 人 間 が か つ

て あ る 時 期 に そ の 魚 の 大 型 の 個 体 を 乱 獲 し た か ら だ と い う

説 を 、 前 に 聞 い た こ と が あ る の だ け れ ど 、 魚 の 小 型 化 に は 、

海 水 温 の 上 昇 と 乱 獲 の ど ち ら が 影 響 し て い る の だ ろ う 。

田 中 ： 　 引 用 す る な ら 、 調 べ て お い た 方 が い い よ ね 。

和 田 ： 　 仮 に 、 海 水 温 の 上 昇 が 魚 の 小 型 化 に 影 響 し て い る と す る

な ら ば 、 （ 　 　 　 　 Ⅱ 　 　 　 　 ） が あ れ ば い い の で は な い か

な 。

木 村 ： 　 そ の よ う な デ ー タ が あ れ ば 、 よ さ そ う だ ね 。

⑴ 　 空 欄 Ⅰ に 当 て は ま る 最 も 適 切 な 表 現 を 、 本 文 の 第 三 段 落 か ら 第 六

段 落 ま で の 中 か ら 十 四 字 で 抜 き 出 し て 書 き な さ い 。

⑵ 　 空 欄 Ⅱ に 当 て は ま る 最 も 適 切 な 表 現 を 、 次 の ア 〜 エ の 中 か ら 選 び 、

そ の 記 号 を 書 き な さ い 。

ア 　 乱 獲 さ れ た 時 期 に 関 係 し て 、 魚 が 小 型 化 し て い る こ と を 示 す

デ ー タ と 、 海 水 温 の 上 昇 に 伴 っ て 、 魚 が 小 型 化 し て い る こ と を

示 す デ ー タ

イ 　 乱 獲 さ れ た 時 期 に 関 係 な く 、 魚 が 小 型 化 し て い る こ と を 示 す

デ ー タ と 、 海 水 温 の 上 昇 に 伴 っ て 、 魚 が 小 型 化 し て い る こ と を

示 す デ ー タ

ウ 　 乱 獲 さ れ た 時 期 に 関 係 し て 、 魚 が 小 型 化 し て い る こ と を 示 す

デ ー タ と 、 海 水 温 の 上 昇 に 関 係 な く 、 魚 が 小 型 化 し て い る こ と

を 示 す デ ー タ

エ 　 乱 獲 さ れ た 時 期 と 海 水 温 の 上 昇 の ど ち ら に も 関 係 な く 、 魚 が

小 型 化 し て い る こ と を 示 す デ ー タ
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４ 　 国 語 の 時 間 に 生 徒 が こ の 文 章 を 読 ん で 、 班 で 話 し 合 い を し ま し た 。

次 の 【 生 徒 の 会 話 】 は そ の と き の も の で す 。 こ れ を 読 ん で 、 空 欄 Ⅰ に

当 て は ま る 適 切 な 表 現 を 、 現 代 の 言 葉 を 用 い て 、 八 十 字 以 内 で 書 き な

さ い 。

【 生 徒 の 会 話 】

青 木 ： 　 賜 も 子 路 も 、 人 を 救 っ た ん だ よ ね 。 そ れ な の に 、 孔 子 は 、

ど う し て 賜 の こ と を 「 間 違 っ て い る 」 と 言 っ た の だ ろ う 。

西 田 ： 　 私 も そ う 思 う 。 孔 子 は 、 人 々 の 手 本 と な る よ う な 行 動 を 取

る よ う に 弟 子 た ち を 教 育 し て い た ら し い し 、 人 を 救 っ て 、 金

を 受 け 取 ら な か っ た と い う 賜 の 行 動 は 、 そ れ に ふ さ わ し い と

思 う け ど 。

今 井 ： 　 「 化 を 観 る こ と 遠 き な り 」 と あ る よ ね 。 孔 子 は 、 弟 子 た ち

の 行 動 が 、 後 々 に 与 え る 影 響 を 考 え た の だ と 思 う よ 。 人 々 の

手 本 と な る べ き 賜 の 取 っ た 行 動 が 、 後 々 に 与 え る 影 響 を 考 え

て み た ら よ い と 思 う よ 。

青 木 ： 　 そ れ を 踏 ま え る と 、 孔 子 は 、 （ 　 　 　 　 Ⅰ 　 　 　 　 ） か ら 、

「 魯 人 、 人 を 贖 は ざ ら ん 」 と 考 え て 、 賜 の 行 動 を 「 間 違 っ て

い る 」 と 言 っ た の か な 。

西 田 ： 　 な る ほ ど 。 そ う い え そ う だ ね 。
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１
　
検
査
開
始
の
チ
ャ
イ
ム
が
鳴
る
ま
で
開
い
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

２
　
問
題
用
紙
の
１
ペ
ー
ジ
か
ら
１２
ペ
ー
ジ
に
、問
題
が
1
か
ら
4
ま
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
と
は
別
に
解
答
用
紙
が
１
枚
あ
り
ま
す
。

３
　
問
題
用
紙
と
解
答
用
紙
に
受
検
番
号
を
書
き
な
さ
い
。

４
　
答
え
は
す
べ
て
解
答
用
紙
に
記
入
し
な
さ
い
。

社

（
１
０
：
２
０
〜
１
１
：
１
０
）

社
会

注
意

受
検
番
号

第
番

社
―
1

日
本
の
地
理
に
関
し
て
、
あ
と
の
１
〜
４
に
答
え
な
さ
い
。

１
　
次
の
地
図
Ⅰ
を
見
て
、
あ
と
の
（
１
）・
（
２
）
に
答
え
な
さ
い
。

（
１
）	
地
図
Ⅰ
中
の
Ａ
〜
Ｄ
の
経
線
の
中
で
、
日
本
の
標
準
時
子
午
線
に
当
た
る
も
の
は
ど
れ
で
す
か
。
そ
の
記
号

を
書
き
な
さ
い
。

1

地
図
Ⅰ

①

②

③

④

0
25
0k
m

Ａ
Ｂ

Ｃ
Ｄ
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（
２
）	
次
の
ア
〜
エ
は
、
地
図
Ⅰ
中
の
①
〜
④
の
都
市
の
い
ず
れ
か
の
雨
温
図
を
示
し
て
い
ま
す
。
ア
〜
エ
の
中
で
、

③
の
都
市
の
雨
温
図
に
当
た
る
も
の
は
ど
れ
で
す
か
。
そ
の
記
号
を
書
き
な
さ
い
。

ア

40 30 20 10 0

−
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−
20

60
0
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0

40
0
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0

20
0

10
0

0

（
℃
）

（
m
m
）

1
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6
7
8
9
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12
（
月
）

ウ

40 30 20 10 0

−
10

−
20

60
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40
0

30
0

20
0

10
0

0

（
℃
）

（
m
m
）

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
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12
（
月
）

エ

40 30 20 10 0

−
10

−
20

60
0

50
0

40
0

30
0

20
0

10
0

0

（
℃
）

（
m
m
）

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
（
月
）

イ

40 30 20 10 0

−
10

−
20

60
0

50
0

40
0

30
0

20
0

10
0

0

（
℃
）

（
m
m
）

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
（
月
）

（
気
象
庁
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
に
よ
り
作
成
。）

社
―
3

２
　
次
の
ア
〜
エ
の
地
図
に
は
、
火
山
災
害
、
高
潮
、
津
波
、
土
砂
災
害
の
、
い
ず
れ
か
の
災
害
の
自
然
災
害
伝
承

碑
の
位
置
を
示
し
て
い
ま
す
。
ア
〜
エ
の
中
で
、
津
波
の
自
然
災
害
伝
承
碑
の
位
置
を
示
し
た
も
の
は
ど
れ
で
す

か
。
そ
の
記
号
を
書
き
な
さ
い
。

（
地
理
院
地
図
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
に
よ
り
作
成
。）

ア

0
10
0k
m

自
然
災
害
伝
承
碑

ウ

0
10
0k
m

自
然
災
害
伝
承
碑

イ

0
10
0k
m

自
然
災
害
伝
承
碑

エ

0
10
0k
m

自
然
災
害
伝
承
碑
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３
　
次
の
地
形
図
Ⅰ
・
地
形
図
Ⅱ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
20
02
年
と
20
15
年
に
発
行
さ
れ
た
、
富
山
市
の
同
じ
地
域
の
２
万

５
千
分
の
１
の
地
形
図
の
一
部
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
同
じ
範
囲
を
示
し
て
い
ま
す
。
下
の
ア
〜
エ
の
中
で
、
地
形

図
Ⅰ
・
地
形
図
Ⅱ
を
比
較
し
て
読
み
取
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
た
文
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
は
ど
れ
で
す
か
。

そ
の
記
号
を
書
き
な
さ
い
。

ア
　
地
形
図
Ⅰ
中
で
も
地
形
図
Ⅱ
中
で
も
、
富と
山や
ま
口ぐ
ち
駅
を
通
る
Ｊ
Ｒ
線
が
存
在
し
て
い
る
。

イ
　
地
形
図
Ⅰ
中
で
富と
山や
ま
駅
の
東
寄
り
に
あ
る
消
防
署
が
、
地
形
図
Ⅱ
中
で
は
富
山
駅
の
西
寄
り
に
あ
る
。

ウ
　
地
形
図
Ⅱ
中
で
は
、
路
面
電
車
の
軌
道
が
環
状
に
な
っ
て
い
る
。

エ
　
地
形
図
Ⅱ
中
で
は
、
変
電
所
の
北
側
に
面
し
た
道
路
に
路
面
電
車
が
通
っ
て
い
る
。

４
　
右
の
表
Ⅰ
は
、
東
京
都
中
央
卸
売
市
場
へ
の
３
月
及

び
９
月
の
菊
の
出
荷
総
量
と
、
そ
の
う
ち
の
沖
縄
県
産

の
菊
の
出
荷
量
を
示
し
た
も
の
で
す
。
沖
縄
県
産
の
菊

の
出
荷
量
が
、
９
月
に
比
べ
て
３
月
に
多
い
の
は
な
ぜ

だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
か
。
そ
の
理
由
を
、「
輸
送
費
」、

「
気
候
」、
「
生
産
費
」
の
語
を
用
い
て
簡
潔
に
書
き
な

さ
い
。
　

表
Ⅰ
　
東
京
都
中
央
卸
売
市
場
へ
の
菊
の
出
荷
量

　
　
　
（
月
別
、
20
22
年
）

３
月

９
月

菊
の
出
荷
総
量

3,
02
3

2,
93
3

沖
縄
県
産
の

菊
の
出
荷
量

1,
23
6

3

（
東
京
都
中
央
卸
売
市
場
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
に
よ
り
作
成
。）

（
万
本
）

地
形
図
Ⅱ

（
２
万
５
千
分
の
１
地
形
図
「
富
山
」
　
20
15
年
発
行
に
よ
る
。）

地
形
図
Ⅰ

（
２
万
５
千
分
の
１
地
形
図
「
富
山
」
　
20
02
年
発
行
に
よ
る
。）

社
―
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次
の
年
表
は
、
日
本
の
交
通
に
関
す
る
こ
と
が
ら
に
つ
い
て
ま
と
め
た
も
の
で
す
。
あ
と
の
１
〜
６
に
答
え
な
さ

い
。

１
　
下
線
部
①
に
関
し
て
、
79
4年
に
都
が
平
安
京
と
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
と
き
の
天
皇
は
誰
で
す
か
。
次
の
ア
〜

エ
の
中
か
ら
選
び
、
そ
の
記
号
を
書
き
な
さ
い
。

ア
　
天
武
天
皇
　
　
　
イ
　
聖
武
天
皇
　
　
　
ウ
　
桓
武
天
皇
　
　
　
エ
　
後
醍
醐
天
皇

２
　
下
線
部
②
に
関
し
て
、
次
の
文
章
は
、
鎌
倉
幕
府
が
各
地
と
迅
速
に
通
信
や
連
絡
が
で
き
る
よ
う
設
け
た
制
度

に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
す
。
下
の
ア
〜
エ
の
中
で
、
文
章
中
の

に
当
て
は
ま
る
内
容
と
し

て
最
も
適
切
な
も
の
は
ど
れ
で
す
か
。
そ
の
記
号
を
書
き
な
さ
い
。

鎌
倉
幕
府
は
東
海
道
の
整
備
に
努
め
、
一
定
距
離
に
馬
・
人
夫
を
常
備
し
、
人
・
物
を
素
早
く
順
々
に

送
る
駅
制
を
設
け
た
た
め
、
鎌
倉
―
京
都
間
は
３
日
間
で
連
絡
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
や

が
て
、　

た
め
、
駅
制
を
九
州
に
ま
で
延
長
し
た
。

ア
　
応
仁
の
乱
が
起
こ
っ
た

イ
　
奥
州
藤
原
氏
を
滅
ぼ
す

ウ
　
保
元
の
乱
が
起
こ
っ
た

エ
　
元
軍
に
よ
る
襲
来
を
受
け
た

３
　
下
線
部
③
に
関
し
て
、
次
の
ア
〜
エ
の
中
で
、
織
田
信
長
が
各
地
の
関
所
を
廃
止
し
た
主
な
理
由
に
つ
い
て
述

べ
た
文
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
は
ど
れ
で
す
か
。
そ
の
記
号
を
書
き
な
さ
い
。

ア
　
キ
リ
ス
ト
教
が
広
が
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
。

イ
　
商
工
業
者
に
自
由
な
経
済
活
動
を
行
わ
せ
る
た
め
。

ウ
　
百
姓
に
よ
る
一
揆
な
ど
の
抵
抗
を
防
ぐ
た
め
。

エ
　
朝
鮮
通
信
使
の
移
動
を
円
滑
に
す
る
た
め
。

2

時
代

日
本
の
交
通
に
関
す
る
こ
と
が
ら

平
安
時
代

①
平
安
京
と
地
方
を
結
ぶ
道
路
を
通
っ
て
調
・
庸
が
運
搬
さ
れ
た
。

鎌
倉
時
代

鎌
倉
幕
府
に
よ
っ
て
、
②
鎌
倉
と
京
都
を
結
ぶ
道
路
が
整
備
さ
れ
た
。

室
町
時
代

馬
借
と
よ
ば
れ
る
運
送
業
者
が
、
年
貢
な
ど
の
物
資
を
運
搬
し
た
。

安
土
桃
山
時
代

③
織
田
信
長
に
よ
っ
て
、
各
地
の
関
所
が
廃
止
さ
れ
た
。

江
戸
時
代

江
戸
幕
府
に
よ
っ
て
、
④
五
街
道
が
整
備
さ
れ
た
。

明
治
時
代

新
橋
・
横
浜
間
に
⑤
鉄
道
が
開
通
し
た
。
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４
　
下
線
部
④
に
関
し
て
、
次
の
文
章
は
、
江
戸
時
代
の
絵
画
と
庶
民
の
旅
へ
の
関
心
の
高
ま
り
と
の
関
連
に
つ
い

て
述
べ
た
も
の
で
あ
り
、
資
料
Ⅰ
は
、
江
戸
時
代
に
描
か
れ
た
絵
画
で
す
。
文
章
中
の

に
当
て
は

ま
る
適
切
な
語
を
書
き
な
さ
い
。

江
戸
時
代
に
発
達
し
た
絵
画
で
あ
る

で
は
、
錦
絵
と
よ
ば
れ
る
多
色
刷
り
の
技
術
が
進
ん
だ
。

旅
人
が
東
海
道
を
通
る
様
子
が
描
か
れ
た
資
料
Ⅰ
の
よ

う
な
風
景
画
が
流
行
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
庶
民
の

旅
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
た
。

５
　
下
線
部
⑤
に
関
し
て
、
右
の
資
料
Ⅱ
は
、
明
治
時
代
に

整
備
さ
れ
た
鉄
道
の
路
線
の
一
部
を
示
し
て
い
ま
す
。
資

料
Ⅱ
中
の
「
18
84
年
以
降
に
開
通
し
た
鉄
道
の
路
線
」
が

整
備
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
資
料
Ⅱ
に
示
し
た
群
馬
県

の
五
つ
の
都
市
か
ら
横
浜
ま
で
の
区
間
が
鉄
道
で
つ
な
が

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
区
間
が
鉄
道
で
つ
な
が
る

よ
う
に
し
た
の
は
な
ぜ
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
か
。
そ
の
主

な
理
由
を
、
資
料
Ⅱ
に
示
し
た
群
馬
県
の
五
つ
の
都
市
で

当
時
共
通
し
て
盛
ん
だ
っ
た
産
業
と
、
当
時
の
輸
出
の
特

徴
と
に
触
れ
て
、
簡
潔
に
書
き
な
さ
い
。

６
　
次
の
文
章
は
、
あ
る
時
期
に
発
達
し
た
米
市
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
す
。
下
の
ア
〜
エ
の
中
で
、
こ
の
文
章

中
の
米
市
が
発
達
し
た
背
景
に
つ
い
て
述
べ
た
文
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
は
ど
れ
で
す
か
。
そ
の
記
号
を
書
き

な
さ
い
。

北
浜
は
淀よ
ど
川が
わ
に
面
し
て
水
運
の
便
が
よ
く
、
当
時
の
豪
商
で
あ
っ
た
淀よ
ど
屋や
が
米
市
を
開
い
た
。
こ
の
淀

屋
の
米
市
は
、
北
浜
の
米
市
と
も
い
わ
れ
、
当
時
の
書
物
に
は
、
北
浜
の
米
市
は
、
大
阪
が
日
本
第
一
の

港
だ
か
ら
こ
そ
、
二
時
間
ぐ
ら
い
の
間
に
五
万
貫
目
も
の
取
り
引
き
が
あ
る
と
い
う
内
容
が
書
か
れ
て
い

る
。

ア
　
15
世
紀
に
、
定
期
市
で
の
米
な
ど
の
取
り
引
き
に
お
い
て
、
輸
入
さ
れ
た
明
銭
が
使
用
さ
れ
た
。

イ
　
17
世
紀
に
、
諸
藩
の
蔵
屋
敷
が
置
か
れ
、
年
貢
米
や
特
産
物
が
売
り
さ
ば
か
れ
た
。

ウ
　
19
世
紀
に
、
地
租
改
正
が
行
わ
れ
、
税
が
米
で
は
な
く
現
金
で
納
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

エ
　
20
世
紀
に
、
シ
ベ
リ
ア
出
兵
に
向
け
て
、
米
の
買
い
占
め
が
行
わ
れ
た
。

資
料
Ⅰ

（
国
史
大
辞
典
に
よ
る
。）

18
83
年
以
前
に
開
通

し
た
鉄
道
の
路
線

0
20
km

18
84
年
以
降
に
開
通

し
た
鉄
道
の
路
線

前
橋
伊い
勢せ
崎さ
き

桐き
り
ゅ
う 生

高
崎

富
岡

横
浜

資
料
Ⅱ
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あ
と
の
１
・
２
に
答
え
な
さ
い
。

１
　
次
の
図
Ⅰ
は
、
日
本
の
三
権
分
立
の
し
く
み
の
一
部
を
示
し
た
も
の
で
す
。
下
の
（
１
）
〜
（
３
）
に
答
え
な

さ
い
。

　

（
１
）	
下
線
部
①
に
関
し
て
、
日
本
の
選
挙
の
原
則
の
う
ち
、
一
定
の
年
齢
以
上
の
全
て
の
国
民
が
選
挙
権
を
も
つ

こ
と
を
何
と
い
い
ま
す
か
。
次
の
ア
〜
エ
の
中
か
ら
最
も
適
切
な
も
の
を
選
び
、
そ
の
記
号
を
書
き
な
さ
い
。

ア
　
直
接
選
挙
　
　
　
イ
　
平
等
選
挙
　
　
　
ウ
　
秘
密
選
挙
　
　
　
エ
　
普
通
選
挙

（
２
）	
図
Ⅰ
中
の

ａ
・

ｂ
に
当
て
は
ま
る
内
容
は
そ
れ
ぞ
れ
何
で
す
か
。
次
の
ア
〜
エ
の

組
み
合
わ
せ
の
中
か
ら
最
も
適
切
な
も
の
を
選
び
、
そ
の
記
号
を
書
き
な
さ
い
。

ａ
　
内
閣
不
信
任
の
決
議
　
　
　
　
　
　
　
ａ
　
内
閣
不
信
任
の
決
議

ｂ
　
違
憲
立
法
審
査
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｂ
　
弾
劾
裁
判

ａ
　
衆
議
院
の
解
散
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ａ
　
衆
議
院
の
解
散

ｂ
　
違
憲
立
法
審
査
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｂ
　
弾
劾
裁
判

（
３
）	
下
線
部
②
に
関
し
て
、
次
の
文
章
は
、
日
本
国
憲
法
第
33
条
の
内
容
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
す
。
下
の
ア

〜
エ
の
中
で
、
文
章
中
の

に
当
て
は
ま
る
内
容
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
は
ど
れ
で
す
か
。

そ
の
記
号
を
書
き
な
さ
い
。

日
本
国
憲
法
第
33
条
の
規
定
に
よ
り
、
現
行
犯
逮
捕
な
ど
の
場
合
を
除
き
、
警
察
官
が
被
疑
者
を
逮

捕
す
る
と
き
に
は
裁
判
官
の
発
す
る
令
状
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、

た
め

の
し
く
み
の
一
つ
で
あ
る
。

ア
　
不
当
な
人
権
侵
害
を
防
止
す
る
　
　
　
イ
　
捜
査
を
早
急
に
進
め
る

ウ
　
裁
判
員
裁
判
の
件
数
を
増
や
す
　
　
　
エ
　
国
民
の
意
見
を
尊
重
す
る

3

ア
イ

ウ
エ

国
会

（
立
法
権
）

内
閣

（
行
政
権
）

②
裁
判
所

（
司
法
権
）

ａ
ｂ

国
民

図
Ⅰ

①
選
挙

最
高
裁
判
所

裁
判
官
の

国
民
審
査

世
論
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２
　
税
に
関
し
て
、
次
の
（
１
）・
（
２
）
に
答
え
な
さ
い
。

（
１
）	
所
得
税
や
法
人
税
の
よ
う
に
、
税
を
納
め
る
人
と
負
担
す
る
人
が
一
致
す
る
税
を
何
と
い
い
ま
す
か
。
そ
の

名
称
を
書
き
な
さ
い
。

（
２
）	
日
本
政
府
は
、
社
会
保
障
の
財
源
と
し
て
消
費
税
を
あ
て
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
政
府
が

こ
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
は
な
ぜ
で
す
か
。
そ
の
理
由
を
、
次
の
グ
ラ
フ
Ⅰ
を
基
に
簡
潔
に
書
き
な
さ
い
。

グ
ラ
フ
Ⅰ
　
日
本
政
府
の
所
得
税
、
法
人
税
、
消
費
税
の
そ
れ
ぞ
れ
の
税
収
及
び
消
費
税
率
の
推
移

19
89

20
14

19
21

97
（
財
務
省
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
に
よ
り
作
成
。）

（
年
度
）

051015202530
（
兆
円
）

所
得
税

法
人
税

消
費
税

消
費
税
率

５
％

（
19
97
年

４
月
〜
）

８
％

（
20
14
年

４
月
〜
）

10
％

（
20
19
年

10
月
〜
）

３
％

（
19
89
年

４
月
〜
）
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あ
る
学
級
の
社
会
科
の
授
業
で
、
「
Ｇ
７
広
島
サ
ミ
ッ
ト
」
に
関
し
て
、
班
ご
と
に
分
か
れ
て
学
習
を
し
ま
し
た
。

次
の
資
料
は
、
こ
の
授
業
の
は
じ
め
に
先
生
が
配
付
し
た
プ
リ
ン
ト
の
一
部
で
す
。
あ
と
の
１
〜
５
に
答
え
な
さ
い
。

１
　
下
線
部
①
に
関
し
て
、
西
川
さ
ん
の
班
で
は
、
Ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト
の
歴
史
に
つ
い
て
興
味
を
も
ち
、
Ｇ
７
サ
ミ
ッ

ト
が
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か
け
に
つ
い
て
調
べ
、
次
の
よ
う
に
ま
と
め
ま
し
た
。
ま
と
め
の
中
の

に
当
て
は
ま
る
適
切
な
語
を
書
き
な
さ
い
。
な
お
、
文
章
中
の
２
か
所
の

に
は
同

じ
語
が
入
り
ま
す
。

西
川
さ
ん
の
班
の
ま
と
め

19
73
年
に
中
東
で
起
こ
っ
た
戦
争
の
影
響
を
受
け
て
発
生
し
た

と
い
う
経
済
的
な
混
乱

に
よ
り
、
日
本
を
含
む
多
く
の
国
々
で
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
起
こ
り
、
世
界
的
な
不
況
と
な
っ
た
。

な
ど
の
諸
問
題
に
直
面
し
た
先
進
国
の
間
で
は
、
経
済
、
通
貨
、
貿
易
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
な

ど
に
対
す
る
政
策
協
調
に
つ
い
て
総
合
的
に
議
論
す
る
場
が
必
要
で
あ
る
と
の
認
識
が
生
ま
れ
、
フ
ラ
ン

ス
の
大
統
領
の
提
案
に
よ
り
、
フ
ラ
ン
ス
、
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
ド
イ
ツ
、
日
本
、
イ
タ
リ
ア
の
６

か
国
に
よ
る
第
１
回
サ
ミ
ッ
ト
が
開
催
さ
れ
た
。

4

〔
Ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト
〕

　
Ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト
（
主
要
国
首
脳
会
議
）
と
は
、
②
フ
ラ
ン
ス
、
ア
メ

リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
ド
イ
ツ
、
日
本
、
イ
タ
リ
ア
、
カ
ナ
ダ
（
議
長
国

順
）
の
７
か
国
（
Ｇ
７
メ
ン
バ
ー
）
及
び
③
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）

が
参
加
し
て
毎
年
開
催
さ
れ
る
国
際
会
議
で
す
。

〔
Ｇ
７
広
島
サ
ミ
ッ
ト
〕

20
23
年
５
月
19
〜
21
日
に
開
催
さ
れ
た
Ｇ
７
広
島
サ
ミ
ッ
ト
に
は
、

Ｇ
７
メ
ン
バ
ー
の
７
か
国
以
外
の
招
待
国
や
国
際
機
関
も
参
加
し
、

国
際
社
会
が
直
面
す
る
諸
課
題
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
ま
し
た
。

議
論
の
中
で
は
、
⑤
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
の

飛
躍
的
な
進
展
が
経
済
や
社
会
に
も
た
ら
す
影
響
に
つ
い
て
も
取
り
上

げ
ら
れ
ま
し
た
。

豆
知
識

第
１
回
サ
ミ
ッ
ト

①
第
１
回
サ
ミ
ッ
ト
は
、

19
75
年
に
フ
ラ
ン
ス
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

豆
知
識

お
好
み
焼
き
で
お
も
て
な
し

Ｇ
７
広
島
サ
ミ
ッ
ト
の

開
催
前
に
は
、
こ
の
サ
ミ
	

ッ
ト
を
盛
り
上
げ
る
た
め

に
、
④
Ｇ
７
メ
ン
バ
ー
の

７
か
国
の
食
材
や
食
文
化

を
い
か
し
た
お
好
み
焼
き

が
開
発
さ
れ
ま
し
た
。
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社
―
10

２
　
下
線
部
②
に
関
し
て
、
山
本
さ
ん
の
班
で
は
、
Ｇ
７
メ
ン
バ
ー
の
７
か
国
の
特
徴
に
つ
い
て
考
え
る
た
め
に
、

各
国
の
人
口
、
面
積
、
国
内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
を
次
の
表
Ⅰ
の
と
お
り
ま
と
め
、
比
較
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

表
Ⅰ
中
の
あ
〜
え
は
、
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
、
日
本
、
フ
ラ
ン
ス
の
い
ず
れ
か
の
国
と
一
致
し
ま
す
。
あ
〜
え
の

中
で
、
ア
メ
リ
カ
に
当
た
る
も
の
は
ど
れ
で
す
か
。
そ
の
記
号
を
書
き
な
さ
い
。

表
Ⅰ
　
20
20
年
に
お
け
る
Ｇ
７
メ
ン
バ
ー
の
７
か
国
の
人
口
、
面
積
、
国
内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）

国
名

人
口

（
万
人
）

面
積

（
万
km

2 ）
国
内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）

（
億
ド
ル
）

イ
ギ
リ
ス

	6
,7
89

	2
4.
2

	2
7,
64
2

イ
タ
リ
ア

	6
,0
46

	3
0.
2

	1
8,
88
7

ド
イ
ツ

	8
,3
78

	3
5.
8

	3
8,
46
4

あ
	6
,5
27

	5
5.
2

	2
6,
30
3

い
33
,1
00

98
3.
4

20
8,
93
7

う
	3
,7
74

99
8.
5

	1
6,
44
0

え
12
,6
15

	3
7.
8

	5
0,
39
7

（
世
界
の
統
計
　
20
22
年
版
、
20
23
年
版
に
よ
り
作
成
。）

３
　
下
線
部
③
に
関
し
て
、
中
山
さ
ん
の
班
で
は
、
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
間
の
協
力
関
係
に
つ
い
て
調
べ
、
次
の
資
料
Ⅰ
と

下
の
グ
ラ
フ
Ⅰ
を
見
付
け
ま
し
た
。
中
山
さ
ん
の
班
で
は
、
こ
れ
ら
を
基
に
シ
ェ
ン
ゲ
ン
協
定
加
盟
国
の
労
働
者

に
と
っ
て
の
利
点
に
つ
い
て
あ
と
の
よ
う
に
ま
と
め
ま
し
た
。
ま
と
め
の
中
の

に
は
ど
の
よ

う
な
内
容
が
当
て
は
ま
り
ま
す
か
。
資
料
Ⅰ
と
グ
ラ
フ
Ⅰ
を
基
に
簡
潔
に
書
き
な
さ
い
。

Ｅ
Ｕ
市
民
は
、
Ｅ
Ｕ
内
の
ど
の
国
に
お
い
て
も
、
居
住
し
、
働
き
、
学
び
、
隠
居
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
こ
う
し
た
移
動
の
自
由
は
、
シ
ェ
ン
ゲ
ン
協
定
に
よ
っ
て
担
保
さ
れ
て
い
ま
す
。
Ｅ
Ｕ
加
盟
国

22
カ
国
と
非
加
盟
の
数
カ
国
は
、
シ
ェ
ン
ゲ
ン
協
定
の
下
、
域
内
国
境
の
廃
止
に
合
意
し
て
い
ま
す
。

（
駐
日
欧
州
連
合
代
表
部
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
に
よ
る
。）

グ
ラ
フ
Ⅰ
　
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
の
う
ち
シ
ェ
ン
ゲ
ン
協
定
に
加
盟
し
て
い
る
４
か
国
の
１
か
月
当
た
り
最
低
賃
金

　
　
　
　
　
（
20
23
年
７
月
１
日
時
点
）

中
山
さ
ん
の
班
の
ま
と
め

シ
ェ
ン
ゲ
ン
協
定
加
盟
国
の
間
で
は
、
労
働
者
に
と
っ
て
は
、

こ
と
が
し
や
す
い

と
い
う
利
点
が
あ
る
。

資
料
Ⅰ ド
イ
ツ

ハ
ン
ガ
リ
ー

フ
ラ
ン
ス

ポ
ー
ラ
ン
ド

0
50
0

1,
00
0

1,
50
0

2,
00
0（
ユ
ー
ロ
） （
Eu
ro
st
at
に
よ
り
作
成
。）

社
―
11

４
　
下
線
部
④
に
関
し
て
、
池
田
さ
ん
の
班
で
は
、
Ｇ
７
メ
ン
バ
ー
の
７
か
国
の
食
文
化
に
興
味
を
も
ち
、
食
料
の

生
産
や
貿
易
の
特
徴
に
つ
い
て
考
え
る
た
め
に
、
各
国
の
主
な
農
産
物
の
食
料
自
給
率
を
調
べ
、
次
の
表
Ⅱ
の
と

お
り
ま
と
め
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
表
Ⅱ
中
の

ａ
・

ｂ
に
当
て
は
ま
る
語
は
そ
れ
ぞ
れ

何
で
す
か
。
下
の
ア
〜
エ
の
組
み
合
わ
せ
の
中
か
ら
、
最
も
適
切
な
も
の
を
選
び
、
そ
の
記
号
を
書
き
な
さ
い
。

表
Ⅱ
　
20
19
年
に
お
け
る
Ｇ
７
メ
ン
バ
ー
の
７
か
国
の
主
な
農
産
物
の
食
料
自
給
率 （
％
）

ａ
豆
類

果
実
類

ｂ
フ
ラ
ン
ス

19
9.
7

11
8.
0

	6
5.
6

10
3.
3

ア
メ
リ
カ

17
5.
0

13
6.
5

	5
5.
9

11
4.
8

イ
ギ
リ
ス

	9
8.
8

10
2.
6

	1
2.
4

	7
8.
1

ド
イ
ツ

12
5.
2

	7
7.
9

	3
2.
4

12
9.
1

日
本

	1
5.
7

	4
3.
1

	5
1.
1

	6
1.
0

イ
タ
リ
ア

	6
1.
5

	4
6.
6

10
7.
8

	8
1.
7

カ
ナ
ダ

35
0.
6	
		

46
9.
9

	2
4.
7

14
1.
8

（
世
界
の
統
計
　
20
23
年
版
に
よ
り
作
成
。）

ａ
　
米
　
　
　
　
　
　
ａ
　
米
　
　
　
　
　
　
ａ
　
小
麦
　
　
　
　
　
ａ
　
小
麦

ｂ
　
卵
類
　
　
　
　
　
ｂ
　
肉
類
　
　
　
　
　
ｂ
　
卵
類
　
　
　
　
　
ｂ
　
肉
類

ア
イ

ウ
エ
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社
―
12

５
　
下
線
部
⑤
に
関
し
て
、
木
下
さ
ん
の
班
で
は
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
に
興
味
を
も
っ
て
調
べ
、
宅
配
事
業
者

Ｚ
社
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
取
り
組
み
を
知
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
木
下
さ
ん
は
、
日
本
の
宅
配
事
業

者
を
取
り
巻
く
状
況
に
つ
い
て
も
調
べ
ま
し
た
。
次
の
ノ
ー
ト
は
、
木
下
さ
ん
が
調
べ
た
こ
と
を
ま
と
め
た
も

の
で
あ
り
、
下
の
会
話
は
、
班
員
が
、
こ
の
ノ
ー
ト
を
基
に
話
し
合
い
を
し
た
と
き
の
も
の
で
す
。
会
話
中
の

A
・

B
に
は
、
ど
の
よ
う
な
内
容
が
当
て
は
ま
り
ま
す
か
。
そ
れ
ぞ
れ
簡
潔

に
書
き
な
さ
い
。

〔
宅
配
事
業
者
Ｚ
社
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
取
り
組
み
〕

・
	自
社
の
ア
プ
リ
に
よ
っ
て
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
。
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
と
し
て
は
、
ア
プ
リ

に
荷
物
の
配
達
予
定
日
時
の
通
知
が
届
く
こ
と
、
配
達
前
に
ア
プ
リ
を
使
っ
て
荷
物
の
受
け
取
り
日
時
や

受
け
取
り
場
所
を
変
更
で
き
る
こ
と
な
ど
が
あ
る
。

〔
日
本
の
宅
配
事
業
者
を
取
り
巻
く
状
況
〕

・
	宅
配
便
の
取
扱
個
数
は
、
右
の
グ
ラ
フ
Ⅱ
の
よ
う

に
推
移
し
て
い
る
。

・
	自
動
車
の
運
転
業
務
の
時
間
外
労
働
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
は
法
律
に
よ
る
上
限
規
制
が
な
か
っ
た

が
、「
働
き
方
改
革
関
連
法
」
に
基
づ
き
、
20
24
年

４
月
か
ら
、
年
96
0時
間
の
上
限
規
制
が
適
用
さ

れ
る
。

村
田
：
	物
流
の
「
20
24
年
問
題
」
が
あ
る
と
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
け
ど
、
宅
配
事
業
者
に
と
っ
て
は
ど
の

よ
う
な
問
題
が
生
じ
る
の
か
な
。

中
野
：
	〔
日
本
の
宅
配
事
業
者
を
取
り
巻
く
状
況
〕
に
書
か
れ
て
い
る
２
点
を
基
に
考
え
る
と
、
こ
の
状
況

の
ま
ま
何
も
対
策
を
し
な
か
っ
た
と
し
た
ら
、
20
24
年
４
月
を
迎
え
る
と
き
に
は
、
宅
配
便
の
取

扱
個
数
が

A
た
め
に
こ
れ
ま
で
と
同
じ
日
数
で
配
達
で
き
な
く
な
る
と
い
う
問

題
が
生
じ
る
か
も
し
れ
な
い
ね
。

村
田
：
	〔
宅
配
事
業
者
Ｚ
社
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
取
り
組
み
〕
は
、
こ
の
問
題
の
解
決
に
つ
な
が

る
の
か
な
。

中
野
：
	荷
物
の
受
け
取
り
人
に
こ
の
ア
プ
リ
の
サ
ー
ビ
ス
を
も
っ
と
活
用
し
て
も
ら
え
ば
、
宅
配
事
業
者

の
B

こ
と
が
で
き
て
効
率
よ
く
配
達
で
き
る
よ
う
に
な
る
か
ら
、
こ
の
問
題
の

解
決
に
つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
る
ね
。

村
田
：
宅
配
事
業
者
が
他
に
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
し
て
い
る
か
調
べ
て
み
よ
う
。

ノ
ー
ト

20
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22

0102030405060

（
国
土
交
通
省
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
に
よ
り
作
成
。）

（
億
個
）

（
年
度
）

グ
ラ
フ
Ⅱ

宅
配
便
の
取
扱
個
数
の
推
移
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１
　

検
査

開
始

の
チ

ャ
イ

ム
が

鳴
る

ま
で

開
い

て
は

い
け

ま
せ

ん
。

２
　

問
題

用
紙

の
１

ペ
ー

ジ
か

ら
１０

ペ
ー

ジ
に

、問
題

が
1

か
ら
6

ま
で

あ
り

ま
す

。

　
こ

れ
と

は
別

に
解

答
用

紙
が

１
枚

あ
り

ま
す

。

３
　

問
題

用
紙

と
解

答
用

紙
に

受
検

番
号

を
書

き
な

さ
い

。

４
　

答
え

は
す

べ
て

解
答

用
紙

に
記

入
し

な
さ

い
。

数

（
１

１
：

３
０

〜
１

２
：

２
０

）
数

学

注
意

受
検

番
号

第
番

数
―

1

次
の

（
1）
～

（
8）

に
答

え
な

さ
い

。

（
1）

 
9
＋

4
×

（
－

2）
　

を
計

算
し

な
さ

い
。

（
2）

 
5 11
÷

（
－

2 3
）　

を
計

算
し

な
さ

い
。

（
3）

 
次

の
連

立
方

程
式

を
解

き
な

さ
い

。

3
x
＋

2
y
＝
－

5

－
x
＋

3
y
＝

9

（
4）

 （
6
＋

2）
（

6
－

3）
　

を
計

算
し

な
さ

い
。

1
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数
―

2

（
5）

 　
y

は
x

の
2乗

に
比

例
し

，
x
＝

6
の

と
き

y
＝

12
で

す
。

こ
の

と
き

，
y

を
x

の
式

で
 

表
し

な
さ

い
。

（
6）

 
1つ

の
外

角
の

大
き

さ
が

40
°

で
あ

る
正

多
角

形
の

辺
の

数
を

求
め

な
さ

い
。

（
7）

 　
右

の
図

の
よ

う
に

，
Ａ

Ｂ
＝

4c
m

，
Ｂ

Ｃ
＝

7c
m

，
 

∠
Ａ
＝

90
°

の
直

角
三

角
形

Ａ
Ｂ

Ｃ
が

あ
り

ま
す

。
辺

Ａ
Ｃ

の

長
さ

は
何

cm
で

す
か

。

（
8）

 　
袋

の
中

に
白

玉
と

黒
玉

の
2種

類
の

玉
が

合
計

45
0個

入
っ

て
い

ま
す

。
こ

の
袋

の
中

の
玉

を
よ

く
か

き
混

ぜ
て

か
ら

，3
5個

の
玉

を
無

作
為

に
抽

出
し

た
と

こ
ろ

，白
玉

が
21

個
，黒

玉
が

14
個

ふ
く

ま
れ

て
い

ま
し

た
。

は
じ

め
に

袋
の

中
に

入
っ

て
い

た
黒

玉
の

個
数

は
お

よ
そ

何
個

と
考

え
ら

れ
ま

す
か

。
次

の
ア
～
エ

の
中

か
ら

最
も

適
当

な
も

の
を

選
び

，
そ

の
記

号
を

書
き

な
さ

い
。

ア
　

お
よ

そ
18

0個
　

　
　
イ

　
お

よ
そ

21
0個

　
　

　
ウ

　
お

よ
そ

24
0個

　
　

　
エ

　
お

よ
そ

27
0個

Ａ

Ｂ
Ｃ

数
―

3

次
の

（
1）
～

（
3）

に
答

え
な

さ
い

。

（
1）

 　
右

の
図

の
よ

う
に

，
円

す
い

の
展

開
図

が
あ

り
，

側
面

と
な

る
お

う
ぎ

形
Ｏ

Ａ
Ｂ

は
半

径
が

Ｏ
Ａ
＝

3c
m

，

中
心

角
が
∠

Ａ
Ｏ

Ｂ
＝

72
°

で
す

。
こ

の
展

開
図

を
組

み
立

て
て

で
き

る
円

す
い

の
表

面
積

は
何

cm
2

で
す

か
。

た
だ

し
，

円
周

率
は
π

と
し

ま
す

。

（
2）

 　
次

の
図

の
よ

う
に

，
8段

の
階

段
が

あ
り

，
川

口
さ

ん
は

床
の

位
置

に
い

ま
す

。
川

口
さ

ん
は

，
正

し
く

作

ら
れ

た
大

小
2つ

の
さ

い
こ

ろ
を

同
時

に
1回

投
げ

て
，

下
の

【
規

則
】

に
従

っ
て

こ
の

階
段

を
移

動
し

ま
す

。

【
規

則
】

床
の

位
置

か
ら

，
大

小
2つ

の
さ

い
こ

ろ
の

出
た

目
の

数
の

和
だ

け
，

上
に

向
か

っ
て

1段
ず

つ
移

動

す
る

。
8段

目
に

到
達

し
た

と
き

に
移

動
す

る
数

が
残

っ
て

い
れ

ば
，

8段
目

か
ら

，
残

っ
て

い
る

数
 

だ
け

下
に

向
か

っ
て

1段
ず

つ
移

動
す

る
。

川
口

さ
ん

が
，

こ
の

2つ
の

さ
い

こ
ろ

を
同

時
に

1回
投

げ
て

，【
規

則
】

に
従

っ
て

移
動

を
終

え
た

と
き

，

6段
目

に
い

る
確

率
を

求
め

な
さ

い
。

2

1段
目

2段
目

3段
目

4段
目

5段
目

6段
目

7段
目

8段
目

床川
口

さ
ん

Ｂ
Ａ

Ｏ
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数
―

4

（
3）

 　
次

の
図

は
，

あ
る

中
学

校
の

Ａ
班

23
人

と
Ｂ

班
23

人
の

ハ
ン

ド
ボ

ー
ル

投
げ

の
記

録
を

班
ご

と
に

箱
ひ

げ
図

に
表

し
た

も
の

で
す

。
こ

の
箱

ひ
げ

図
か

ら
読

み
取

れ
る

こ
と

と
し

て
必

ず
正

し
い

と
い

え
る

も
の

を
，

下
の

ア
～
オ

の
中

か
ら

全
て

選
び

，
そ

の
記

号
を

書
き

な
さ

い
。

た
だ

し
，

記
録

は
メ

ー
ト

ル
を

単
位

と
し

，
メ

ー

ト
ル

未
満

は
切

り
捨

て
る

も
の

と
し

ま
す

。

ア
　

Ａ
班

の
記

録
の

平
均

値
は

18
ｍ

で
あ

る
。

イ
　

Ｂ
班

で
，

記
録

が
16

ｍ
の

人
は

，
少

な
く

と
も

1人
は

い
る

。

ウ
　

Ａ
班

の
記

録
の

範
囲

は
，

Ｂ
班

の
記

録
の

範
囲

よ
り

小
さ

い
。

エ
　

Ｂ
班

の
記

録
の

四
分

位
範

囲
は

，
Ａ

班
の

記
録

の
四

分
位

範
囲

よ
り

大
き

い
。

オ
　

記
録

が
22

ｍ
以

上
の

人
は

，
Ｂ

班
に

は
Ａ

班
の

2倍
以

上
い

る
。

Ａ
班

Ｂ
班

5
10

15
20

25
30

35
（

m
）

数
―

5

次
の

図
の

よ
う

に
，

関
数

y
＝

18 x
の

グ
ラ

フ
上

に
，

y
座

標
が

9
で

あ
る

点
Ａ

と
x

座
標

が
6 

で
あ

る
点

Ｂ
が

あ
り

ま
す

。
ま

た
，

こ
の

グ
ラ

フ
上

に
，

x
＜

0
の

範
囲

で
動

く
点

Ｃ
が

あ
り

ま
す

。
点

Ａ
を

 

通
り

x
軸

に
平

行
な

直
線

と
，

点
Ｂ

を
通

り
y

軸
に

平
行

な
直

線
と

の
交

点
を

Ｄ
，

点
Ｂ

を
通

り
y

軸
に

平
 

行
な

直
線

と
，

x
軸

と
の

交
点

を
Ｅ

と
し

ま
す

。

次
の

（
1）

・（
2）

に
答

え
な

さ
い

。

（
1）

 
点

Ｃ
の

x
座

標
が
－

6
の

と
き

，
直

線
Ｃ

Ｄ
の

式
を

求
め

な
さ

い
。

（
2）

 
△

Ａ
Ｂ

Ｄ
と
△

Ｂ
Ｃ

Ｅ
の

面
積

の
比

が
3：

4
と

な
る

と
き

，
点

Ｃ
の

x
座

標
を

求
め

な
さ

い
。

3

Ｃ

Ｏ
ＥＢＤ

Ａ

x

y

- 38 -



数
―

6

次
の

図
の

よ
う

に
，
△

Ａ
Ｂ

Ｃ
は

鋭
角

三
角

形
で

，
頂

点
Ａ

，
Ｂ

，
Ｃ

は
円

Ｏ
の

円
周

上
に

あ
り

ま
す

。
点

Ａ
か

ら
辺

Ｂ
Ｃ

に
垂

線
Ａ

Ｄ
を

引
き

ま
す

。
ま

た
，

点
Ｂ

か
ら

辺
Ａ

Ｃ
に

垂
線

を
引

き
，

線
分

Ａ
Ｄ

と
の

交
点

を
Ｅ

，
辺

Ａ
Ｃ

と
の

交
点

を
Ｆ

，
円

Ｏ
と

の
交

点
を

Ｇ
と

し
ま

す
。

さ
ら

に
，

点
Ａ

と
点

Ｇ
を

結
び

ま
す

。
こ

の
と

き
，

 

△
Ａ

Ｅ
Ｆ
≡
△

Ａ
Ｇ

Ｆ
で

あ
る

こ
と

を
証

明
し

な
さ

い
。

4

Ａ

Ｏ

Ｂ
Ｄ

Ｃ

Ｅ
Ｆ

Ｇ

数
―

7

あ
る

観
光

地
に

は
，

自
転

車
を

レ
ン

タ
ル

す
る

こ
と

が
で

き
る

お
店

が
Ａ

店
と

Ｂ
店

の
2店

あ
り

ま
す

。
次

の
 

表
1は

，
Ａ

店
の

レ
ン

タ
ル

料
金

表
で

あ
り

，
表

1中
の

料
金

欄
に

は
，

借
り

た
時

間
の

区
分

ご
と

の
自

転
車

1台

当
た

り
の

料
金

を
示

し
て

い
ま

す
。Ａ

店
で

自
転

車
を

借
り

る
こ

と
が

で
き

る
最

大
の

時
間

は
12

時
間

で
す

。自
転

車
1台

を
x

時
間

借
り

た
と

き
の

料
金

を
y

円
と

し
て

，
表

1を
基

に
，

Ａ
店

に
お

け
る

x
と

y
の

関
係

 

を
グ

ラ
フ

で
表

す
と

，
図

1の
よ

う
に

な
り

ま
す

。

表
1 借

り
た

時
間

料
金

3時
間

以
内

90
0円

6時
間

以
内

14
00

円

9時
間

以
内

18
00

円

12
時

間
以

内
21

00
円

次
の

（
1）

・（
2）

に
答

え
な

さ
い

。

（
1）

 　
Ａ

店
に

お
け

る
x

と
y

の
関

係
に

つ
い

て
，

y
は

x
の

関
数

で
あ

る
と

い
え

ま
す

。
そ

の
理

由
を

 

書
き

な
さ

い
。

5

（
円

）

x
Ｏ

3
6

9
12

（
時

間
）

は
グ

ラ
フ

が
そ

の
点

を
ふ

く
む

こ
と

を
示

し
，

は
グ

ラ
フ

が
そ

の
点

を
ふ

く
ま

な
い

こ
と

を
示

し
て

い
る

。

y

25
00

20
00

15
00

10
00 50
0

図
1
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数
―

8

（
2）

 　
次

の
表

2は
，

Ｂ
店

の
レ

ン
タ

ル
料

金
表

で
あ

り
，

表
2中

の
料

金
欄

に
は

，
借

り
た

時
間

の
区

分
ご

と
の

自
転

車
1台

当
た

り
の

料
金

を
示

し
て

い
ま

す
。Ｂ

店
で

自
転

車
を

借
り

る
こ

と
が

で
き

る
最

大
の

時
間

は
12

時
間

で
す

。
表

2を
基

に
，

Ｂ
店

に
お

け
る

x
と

y
の

関
係

を
表

す
グ

ラ
フ

を
，

Ａ
店

に
な

ら
っ

て
，

 

図
1に

か
き

入
れ

な
さ

い
。

た
だ

し
，

解
答

は
必

ず
解

答
用

紙
に

か
き

な
さ

い
。

ま
た

，
下

の
【

自
転

車
1台

を
Ａ

店
で

借
り

た
と

き
の

料
金

と
Ｂ

店
で

借
り

た
と

き
の

料
金

の
比

較
】

の

ア
・

イ
に

当
て

は
ま

る
数

を
そ

れ
ぞ

れ
書

き
な

さ
い

。

表
2 借

り
た

時
間

料
金

4時
間

以
内

80
0円

8時
間

以
内

16
00

円

12
時

間
以

内
23

00
円

【
自

転
車

1台
を

Ａ
店

で
借

り
た

と
き

の
料

金
と

Ｂ
店

で
借

り
た

と
き

の
料

金
の

比
較

】

Ｂ
店

よ
り

Ａ
店

の
方

が
料

金
が

安
い

の
は

，
借

り
た

時
間

が
ア

時
間

よ
り

長
く

イ
時

間
 

以
内

の
場

合
と

8時
間

よ
り

長
く

12
時

間
以

内
の

場
合

で
あ

り
，

借
り

た
時

間
が

そ
れ

以
外

の
場

合
は

 

Ａ
店

よ
り

Ｂ
店

の
方

が
料

金
が

安
い

。

数
―

9

石
田

さ
ん

は
，

連
続

す
る

3つ
の

整
数

の
そ

れ
ぞ

れ
の

2乗
の

和
か

ら
あ

る
自

然
数

を
ひ

い
た

数
に

つ
い

て
，

ど

の
よ

う
な

こ
と

が
成

り
立

つ
か

を
調

べ
て

い
ま

す
。

1，
2，

3
で

は
，

12
＋

22
＋

32
－

2
＝

12
＝

3
×

22

2，
3，

4
で

は
，

22
＋

32
＋

42
－

2
＝

27
＝

3
×

32

3，
4，

5
で

は
，

32
＋

42
＋

52
－

2
＝

48
＝

3
×

42

上
の

計
算

の
結

果
で

は
，

連
続

す
る

3つ
の

整
数

の
そ

れ
ぞ

れ
の

2乗
の

和
か

ら
2を

ひ
い

た
数

は
，

そ
の

連
続

す
る

3つ
の

整
数

の
中

央
の

数
を

2乗
し

て
3倍

し
た

数
と

等
し

く
な

っ
て

い
ま

し
た

。
そ

こ
で

，
石

田
さ

ん
は

，

上
の

計
算

の
結

果
か

ら
次

の
こ

と
を

予
想

し
ま

し
た

。

　【
予

想
】

連
続

す
る

3つ
の

整
数

の
そ

れ
ぞ

れ
の

2乗
の

和
か

ら
2を

ひ
い

た
数

は
，

そ
の

連
続

す
る

3つ
の

整
数

 

の
中

央
の

数
を

2乗
し

て
3倍

し
た

数
と

等
し

く
な

る
。

次
の

（
1）
～

（
3）

に
答

え
な

さ
い

。

（
1）

 
石

田
さ

ん
は

，
こ

の
【

予
想

】
が

い
つ

で
も

成
り

立
つ

こ
と

を
，

次
の

よ
う

に
説

明
し

ま
し

た
。

　【
説

明
】

ｎ
を

整
数

と
す

る
と

，
連

続
す

る
3つ

の
整

数
は

，
ｎ

，
ｎ
＋

1，
ｎ
＋

2と
表

さ
れ

る
。

し
た

が
っ

て
，

連
続

す
る

3つ
の

整
数

の
そ

れ
ぞ

れ
の

2乗
の

和
か

ら
2を

ひ
い

た
数

は
，

そ
の

連
続

す
る

3つ
の

整
数

の
中

央
の

数
を

2乗
し

て
3倍

し
た

数
と

等
し

く
な

る
。

【
説

明
】

の
に

説
明

の
続

き
を

書
き

，
説

明
を

完
成

さ
せ

な
さ

い
。

6
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数
―

10

（
2）

 　
次

に
，

石
田

さ
ん

は
，

連
続

す
る

3つ
の

整
数

の
そ

れ
ぞ

れ
の

2乗
の

和
か

ら
5を

ひ
い

た
数

に
つ

い
て

 

調
べ

た
と

こ
ろ

，
次

の
【

性
質

Ⅰ
】

が
い

つ
で

も
成

り
立

つ
こ

と
が

分
か

り
ま

し
た

。

　【
性

質
Ⅰ

】

連
続

す
る

3つ
の

整
数

の
そ

れ
ぞ

れ
の

2乗
の

和
か

ら
5を

ひ
い

た
数

は
，

そ
の

連
続

す
る

3つ
の

整
数

の
う

ち
ア

を
イ

倍
し

た
数

と
等

し
く

な
る

。

【
性

質
Ⅰ

】
の

ア
に

は
，

当
て

は
ま

る
言

葉
を

次
の
①
～
⑥

の
中

か
ら

選
び

，
そ

の
番

号
を

書
き

，

イ
に

は
，

当
て

は
ま

る
数

を
書

き
な

さ
い

。

①
　

最
も

小
さ

い
数

と
中

央
の

数
の

和

②
　

最
も

小
さ

い
数

と
最

も
大

き
い

数
の

和

③
　

中
央

の
数

と
最

も
大

き
い

数
の

和

④
　

最
も

小
さ

い
数

と
中

央
の

数
の

積

⑤
　

最
も

小
さ

い
数

と
最

も
大

き
い

数
の

積

⑥
　

中
央

の
数

と
最

も
大

き
い

数
の

積

（
3）

　
さ

ら
に

，
石

田
さ

ん
は

，
連

続
す

る
4つ

の
整

数
の

そ
れ

ぞ
れ

の
2乗

の
和

か
ら

5を
ひ

い
た

数
に

つ
い

て

も
調

べ
た

と
こ

ろ
，

次
の

【
性

質
Ⅱ

】・
【

性
質

Ⅲ
】

が
い

つ
で

も
成

り
立

つ
こ

と
が

分
か

り
ま

し
た

。

　【
性

質
Ⅱ

】

連
続

す
る

4つ
の

整
数

の
そ

れ
ぞ

れ
の

2乗
の

和
か

ら
5を

ひ
い

た
数

は
，

そ
の

連
続

す
る

4つ
の

整
数

の
う

ち
最

も
小

さ
い

数
と

最
も

大
き

い
数

の
和

を
2乗

し
た

数
と

等
し

く
な

る
。

　【
性

質
Ⅲ

】

連
続

す
る

4つ
の

整
数

の
そ

れ
ぞ

れ
の

2乗
の

和
か

ら
5を

ひ
い

た
数

は
，

そ
の

連
続

す
る

4つ
の

整
数

の
う

ち
ウ

を
2乗

し
た

数
と

等
し

く
な

る
。

【
性

質
Ⅲ

】
の

ウ
に

当
て

は
ま

る
言

葉
を

，
次

の
①
～
⑤

の
中

か
ら

選
び

，
そ

の
番

号
を

書
き

な
 

さ
い

。

①
　

最
も

小
さ

い
数

と
小

さ
い

方
か

ら
2番

目
の

数
の

和

②
　

最
も

小
さ

い
数

と
大

き
い

方
か

ら
2番

目
の

数
の

和

③
　

小
さ

い
方

か
ら

2番
目

の
数

と
大

き
い

方
か

ら
2番

目
の

数
の

和

④
　

小
さ

い
方

か
ら

2番
目

の
数

と
最

も
大

き
い

数
の

和

⑤
　

大
き

い
方

か
ら

2番
目

の
数

と
最

も
大

き
い

数
の

和

- 41 -



１
　
検
査
開
始
の
チ
ャ
イ
ム
が
鳴
る
ま
で
開
い
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

２
　
問
題
用
紙
の
１
ペ
ー
ジ
か
ら
１２
ペ
ー
ジ
に
、
問
題
が
1
か
ら
4
ま
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
と
は
別
に
解
答
用
紙
が
１
枚
あ
り
ま
す
。

３
　
問
題
用
紙
と
解
答
用
紙
に
受
検
番
号
を
書
き
な
さ
い
。

４
　
答
え
は
す
べ
て
解
答
用
紙
に
記
入
し
な
さ
い
。

理

（
１
３
：
４
０
〜
１
４
：
３
０
）

理
科

注
意

受
検
番
号

第
番

理
―
1

植
物
の
観
察
と
分
類
の
仕
方
に
関
し
て
、
あ
と
の
１
・
２
に
答
え
な
さ
い
。

１
　
植
物
の
観
察
に
関
し
て
、
次
の
（
１
）
〜
（
３
）
に
答
え
な
さ
い
。

（
１
）	
次
の
ア
〜
エ
の
中
で
、
切
り
取
っ
た
花
を
手
に
持
っ
て
右
の
写
真
１
の
よ
う
な
ル
	

ー
ペ
で
観
察
す
る
と
き
の
方
法
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
は
ど
れ
で
す
か
。
そ
の
記

号
を
書
き
な
さ
い
。

ア
　
ル
ー
ペ
を
目
か
ら
離
し
て
固
定
し
、
顔
を
前
後
に
動
か
し
て
ピ
ン
ト
を
合
わ
せ
る
。

イ
　
ル
ー
ペ
を
目
か
ら
離
し
て
固
定
し
、
切
り
取
っ
た
花
を
前
後
に
動
か
し
て
ピ
ン
ト
を
合
わ
せ
る
。

ウ
　
ル
ー
ペ
を
目
に
近
付
け
て
固
定
し
、
顔
を
前
後
に
動
か
し
て
ピ
ン
ト
を
合
わ
せ
る
。

エ
　
ル
ー
ペ
を
目
に
近
付
け
て
固
定
し
、
切
り
取
っ
た
花
を
前
後
に
動
か
し
て
ピ
ン
ト
を
合
わ
せ
る
。

（
２
）	
右
の
図
１
は
、
マ
ツ
の
雌
花
の
り
ん
片
を
ス
ケ
ッ
チ
し
た
も
の
で
す
。
図
１
に
お

い
て
、
胚
珠
は
ど
の
部
分
で
す
か
。
図
中
の
そ
の
部
分
を
全
て
黒
く
塗
り
つ
ぶ
し
な

さ
い
。
た
だ
し
、
解
答
は
必
ず
解
答
用
紙
に
行
う
こ
と
。

（
３
）	
右
の
図
２
は
、
シ
ダ
植
物
の
イ
ヌ
ワ
ラ
ビ
を
ス
ケ
ッ
チ
し
た
も
の
で

す
。
次
の
文
章
は
、
図
２
の
ス
ケ
ッ
チ
か
ら
分
か
る
こ
と
に
つ
い
て
述
べ

た
も
の
で
あ
り
、
下
線
を
引
い
た
ア
〜
ウ
の
語
の
う
ち
の
１
つ
に
誤
り
が

あ
り
ま
す
。
誤
っ
た
語
を
ア
〜
ウ
の
中
か
ら
１
つ
選
び
、
そ
の
記
号
を
書

き
な
さ
い
。
ま
た
、
そ
の
誤
っ
た
語
に
代
わ
る
正
し
い
語
を
書
き
な
さ

い
。

葉
、
茎 ア
、
仮 イ
根
が
あ
る
。
ま
た
、
葉
の
裏
に
は
胞
ウ子
の
う
が
あ
る
。

1

写
真
１

図
１

図
２

葉
の
裏

褐
色
の
袋
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理
―
2

２
　
次
の
表
１
は
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
ダ
イ
コ
ン
、
ナ
ス
、
キ
ャ
ベ
ツ
の
５
種
類
の
植
物
の
特
徴
を

ま
と
め
た
も
の
で
す
。
下
の
（
１
）
〜
（
３
）
に
答
え
な
さ
い
。

表
１ 特
徴
	

種
類

ジ
ャ
ガ
イ
モ

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

ダ
イ
コ
ン

ナ
ス

キ
ャ
ベ
ツ

ふ
え
方

主
に
無
性
生
殖

有
性
生
殖

有
性
生
殖

有
性
生
殖

有
性
生
殖

根
の
つ
く
り

太
い
根
と
そ
こ

か
ら
の
び
る
細

い
根

た
く
さ
ん
の
細

い
根

太
い
根
と
そ
こ

か
ら
の
び
る
細

い
根

太
い
根
と
そ
こ

か
ら
の
び
る
細

い
根

太
い
根
と
そ
こ

か
ら
の
び
る
細

い
根

葉
脈
の
つ
く
り

網
目
状

平
行

網
目
状

網
目
状

網
目
状

花
弁
の
つ
く
り

花
弁
が
１
つ
に

く
っ
つ
い
て
い

る
（
花
弁
は
な
い
）

花
弁
が
互
い
に

離
れ
て
い
る

花
弁
が
１
つ
に

く
っ
つ
い
て
い

る

花
弁
が
互
い
に

離
れ
て
い
る

花
弁
の
色

主
に
白
色

主
に
淡
紫
色

主
に
紫
色

主
に
淡
黄
色

（
１
）	
ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
、
い
も
を
植
え
れ
ば
新
し
い
個
体
と
し
て
芽
や
根
を
出
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
植
物
が
か

ら
だ
の
一
部
か
ら
新
し
い
個
体
を
つ
く
る
無
性
生
殖
の
こ
と
を
何
と
い
い
ま
す
か
。そ
の
名
称
を
書
き
な
さ
い
。

（
２
）	
次
の
文
は
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
根
の
様
子
か
ら
考
え
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
す
。
文
中
の

ａ
に
当
て
は
ま
る
適
切
な
数
字
を
書
き
な
さ
い
。
ま
た
、

ｂ
に
当
て
は
ま
る
適
切
な
語
を
書
き

な
さ
い
。

た
く
さ
ん
の
細
い
根
を
も
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は
、
子
葉
が

ａ
枚
の
植
物
で

あ
る

ｂ
類
と
考
え
ら
れ
る
。

（
３
）	
表
１
を
見
た
平
田
さ
ん
は
、
家
で
育
て
て
い
る
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
を
表
１
中
の
植
物
と
比
較
し
て
分
類
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。
平
田
さ
ん
は
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
を
観
察
し
た
り
、
図
鑑
で
調
べ
た
り
し
て
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
が

示
す
特
徴
を
表
１
に
な
ら
っ
て
整
理
し
た
上
で
、
表
１
中
の
植
物
と
比
較
し
て
分
類
を
行
い
ま
し
た
。
次
の
文

章
は
、
平
田
さ
ん
が
そ
の
分
類
に
つ
い
て
ま
と
め
た
も
の
で
す
。
文
章
中
の

ｃ
に
当
て
は
ま
る
内

容
を
下
の
ア
〜
エ
の
中
か
ら
選
び
、
そ
の
記
号
を
書
き
な
さ
い
。
ま
た
、
文
章
中
の

ｄ
に
当
て
は

ま
る
内
容
を
簡
潔
に
書
き
な
さ
い
。
な
お
、
文
章
中
の
２
か
所
の

ｃ
に
は
同
じ
内
容
が
入
り
ま
す
。

・
	ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
根
の
様
子
を
観
察
す
る
と
、
太
い
根
と
そ
こ
か
ら
の
び
る
細
い
根
を
も
っ
て
い
る
こ

と
が
分
か
っ
た
。
根
の
つ
く
り
に
注
目
す
る
と
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
は
、
「
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
ダ
イ
コ
ン
、

ナ
ス
、
キ
ャ
ベ
ツ
」
と
同
じ
グ
ル
ー
プ
に
分
類
で
き
る
。

・
	ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の

ｃ
を
図
鑑
で
調
べ
る
と
、

ｄ
こ
と
が
分
か
っ
た
。

ｃ
に
注
目
す
る
と
、
上
で
分
類
し
た
「
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
ダ
イ
コ
ン
、
ナ
ス
、
キ
ャ
ベ
ツ
、

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
」
の
グ
ル
ー
プ
は
、
「
ダ
イ
コ
ン
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
」
の
グ
ル
ー
プ
と
、

「
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
ナ
ス
」
の
グ
ル
ー
プ
に
分
類
で
き
る
。

ア
　
ふ
え
方
　
　
　
イ
　
葉
脈
の
つ
く
り
　
　
　
ウ
　
花
弁
の
つ
く
り
　
　
　
エ
　
花
弁
の
色

理
―
3

太
陽
系
の
天
体
に
関
し
て
、
あ
と
の
１
〜
３
に
答
え
な
さ
い
。

１
　
あ
る
日
、
写
真
１
の
よ
う
に
、
太
陽
投
影
板
を
と
り
つ
け
た
天
体
望
遠
鏡
を
用
い
て
、
太
陽
を
観
察
し
ま
し
た
。

太
陽
投
影
板
に
図
１
の
よ
う
な
あ
ら
か
じ
め
円
が
描
か
れ
た
記
録
用
紙
を
固
定
し
、
投
影
し
た
太
陽
の
像
の
大
き

さ
を
記
録
用
紙
の
円
の
大
き
さ
に
合
わ
せ
、
黒
点
の
位
置
と
形
を
素
早
く
ス
ケ
ッ
チ
し
ま
し
た
。
図
２
は
、
そ
の

と
き
の
ス
ケ
ッ
チ
で
す
。
下
の
（
１
）
〜
（
３
）
に
答
え
な
さ
い
。

（
１
）	
太
陽
の
よ
う
に
自
ら
光
や
熱
を
放
つ
天
体
を
何
と
い
い
ま
す
か
。
そ
の
名
称
を
書
き
な
さ
い
。

（
２
）	
ス
ケ
ッ
チ
を
行
っ
た
後
も
、
天
体
望
遠
鏡
を
固
定
し
て
お
く
と
、
図
２
の
ス
ケ
ッ
チ
を
行
っ
た
記
録
用
紙
の

円
か
ら
太
陽
の
像
が
ゆ
っ
く
り
と
一
方
向
に
ず
れ
て
い
き
ま
し
た
。
こ
の
現
象
と
同
じ
原
因
で
起
こ
る
現
象
に

つ
い
て
述
べ
た
文
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
ア
〜
エ
の
中
か
ら
選
び
、
そ
の
記
号
を
書
き
な
さ
い
。

ア
　
北
半
球
で
は
、
太
陽
の
南
中
高
度
は
、
夏
至
の
こ
ろ
は
高
く
、
冬
至
の
こ
ろ
は
低
い
。

イ
　
南
中
し
て
い
た
オ
リ
オ
ン
座
が
、
時
間
と
と
も
に
移
動
し
、
西
の
地
平
線
に
沈
む
。

ウ
　
月
に
よ
っ
て
太
陽
が
隠
さ
れ
、
太
陽
の
一
部
ま
た
は
全
部
が
欠
け
て
見
え
る
。

エ
　
同
じ
時
刻
に
真
南
に
見
え
る
星
座
は
季
節
に
よ
っ
て
異
な
る
。

（
３
）	
右
の
図
３
は
最
初
の
観
察
か
ら
２
日
後
の

ス
ケ
ッ
チ
、
図
４
は
最
初
の
観
察
か
ら
４
日

後
の
ス
ケ
ッ
チ
で
す
。
ま
た
、
次
の
文
章
は
、

図
２
〜
図
４
の
ス
ケ
ッ
チ
に
描
か
れ
た
黒
点

の
様
子
か
ら
分
か
る
こ
と
に
つ
い
て
ま
と
め

た
も
の
で
す
。
文
章
中
の

に
当
て

は
ま
る
適
切
な
語
を
書
き
な
さ
い
。

図
２
で
太
陽
の
中
央
部
に
見
え
た
黒
点
は
、
数
日
経た
つ
と
、
図
３
・
図
４
の
よ
う
に
、
そ
の
位
置
が
少

し
ず
つ
一
方
向
へ
移
動
し
て
い
る
。
ま
た
、
図
２
で
太
陽
の
中
央
部
で
円
形
に
見
え
た
黒
点
は
、
図
４
で

は
周
辺
部
へ
移
動
し
、だ
円
形
に
見
え
る
。こ
の
よ
う
な
黒
点
の
位
置
や
形
の
変
化
か
ら
、太
陽
が

で
あ
り
、
自
転
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

2

写
真
１

天
体
望
遠
鏡

記
録
用
紙

太
陽
投
影
板

図
１

図
２

図
３

図
４
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4

２
　
次
の
表
１
は
、
太
陽
系
の
一
部
の
惑
星
の
特
徴
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。
表
１
中
の
ア
〜
エ
の
惑
星
を
太
陽
か

ら
の
距
離
が
近
い
順
に
左
か
ら
並
べ
、
そ
の
記
号
を
書
き
な
さ
い
。

表
１ 惑
星

質
量

（
地
球
＝
１
）

平
均
密
度〔
ｇ
/c
m
3 〕

大
気
の
主
な
成
分

地
球

		
1.
00

5.
51

窒
素
、
酸
素

ア
	9
5.
16

0.
69

水
素
、
ヘ
リ
ウ
ム

イ
31
7.
83

1.
33

水
素
、
ヘ
リ
ウ
ム

ウ
		
0.
06

5.
43

（
大
気
は
ほ
と
ん
ど
な
い
）

エ
		
0.
11

3.
93

二
酸
化
炭
素

理
―
5

３
　
次
の
図
５
は
、
あ
る
年
の
６
月
か
ら
12
月
の
太
陽
、
金
星
、
地
球
の
位
置
関
係
を
模
式
的
に
示
し
た
も
の
で
、
	

は
地
球
の
自
転
の
向
き
を
示
し
て
い
ま
す
。
下
の
（
１
）・
（
２
）
に
答
え
な
さ
い
。

図
５

（
１
）	
こ
の
年
の
８
月
と
12
月
に
、
日
本
の
あ
る
場
所
で
、
同
じ
倍
率
の
望
遠
鏡
で
金
星
を
観
察
す
る
と
、
12
月
に

観
察
し
た
金
星
の
見
か
け
の
大
き
さ
や
形
は
、
８
月
に
観
察
し
た
と
き
と
比
べ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
に
な

り
ま
す
か
。
次
の
ア
〜
エ
の
組
み
合
わ
せ
の
中
か
ら
適
切
な
も
の
を
選
び
、
そ
の
記
号
を
書
き
な
さ
い
。

大
き
さ
：
大
き
く
な
る
　
　
　
　
　
　
　
大
き
さ
：
大
き
く
な
る

形
：
欠
け
方
が
大
き
く
な
る
　
　
　
　
　
形
：
欠
け
方
が
小
さ
く
な
る

大
き
さ
：
小
さ
く
な
る
　
　
　
　
　
　
　
大
き
さ
：
小
さ
く
な
る

形
：
欠
け
方
が
大
き
く
な
る
　
　
　
　
　
形
：
欠
け
方
が
小
さ
く
な
る

（
２
）	
こ
の
年
の
12
月
の
あ
る
観
察
日
か
ら
ち
ょ
う
ど
１
年
後
の
同
じ
日
に
、
同
じ
場
所
で
金
星
を
観
察
す
る
と
、

金
星
は
、
い
つ
ご
ろ
、
ど
の
方
角
の
空
に
見
え
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
か
。
次
の
ア
〜
エ
の
中
か
ら
最
も
適
切
な

も
の
を
選
び
、そ
の
記
号
を
書
き
な
さ
い
。
た
だ
し
、地
球
の
公
転
周
期
は
１
年
、金
星
の
公
転
周
期
は
0.
62
年

と
し
ま
す
。

ア
　
明
け
方
の
西
の
空
　
　
イ
　
明
け
方
の
東
の
空
　
　
ウ
　
夕
方
の
西
の
空
　
　
エ
　
夕
方
の
東
の
空

ア
イ

ウ
エ

10
月

11
月

12
月

６
月

７
月

金
星

地
球
の
公
転
軌
道

金
星
の
公
転
軌
道

地
球

６
月 ７
月

８
月

９
月

10
月

11
月

12
月

太
陽

８
月

９
月
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理
―
6

問
題
は
、
次
の
ペ
ー
ジ
に
続
き
ま
す
。

理
―
7

電
磁
誘
導
と
発
電
に
関
し
て
、
あ
と
の
１
〜
３
に
答
え
な
さ
い
。

１
　
次
に
示
し
た
も
の
は
、
コ
イ
ル
に
流
れ
る
電
流
に
つ
い
て
調
べ
る
実
験
の
方
法
と
結
果
で
す
。
あ
と
の
（
１
）

〜
（
３
）
に
答
え
な
さ
い
。

◆
実
験
１

〔
方
法
〕

右
の
図
１
の
よ
う
に
、検
流
計
に
つ
な
い
だ
コ
イ

ル
を
手
で
持
っ
て
、固
定
し
た
ア
ク
リ
ル
の
パ
イ
プ

が
中
心
に
く
る
よ
う
に
コ
イ
ル
を
パ
イ
プ
に
通
し

て
Ａ
の
位
置
で
コ
イ
ル
を
固
定
す
る
。Ｎ
極
を
下
に

し
た
棒
磁
石
を
図
１
中
の
Ｘ
の
位
置
か
ら
、ア
ク
リ

ル
の
パ
イ
プ
の
中
を
通
る
よ
う
に
し
て
、コ
イ
ル
に

近
付
け
る
。

〔
結
果
〕

検
流
計
の
針
が
左
に
ふ
れ
た
。

◆
実
験
２

〔
方
法
〕

実
験
１
と
コ
イ
ル
の
位
置
を
変
え
ず
に
、
Ｓ
極
を
下
に
し
た
棒
磁
石
を
ア
ク
リ
ル
の
パ
イ
プ
の
中
を
通

り
抜
け
る
よ
う
に
、
図
１
中
の
Ｘ
の
位
置
か
ら
静
か
に
落
下
さ
せ
る
。

〔
結
果
〕

落
下
す
る
棒
磁
石
の
Ｓ
極
が
コ
イ
ル
を
固
定
し
て
い
た
Ａ
の
位
置
に
近
付
き
、
Ｎ
極
が
Ａ
の
位
置
か
ら

遠
ざ
か
る
ま
で
の
間
に
、

。

（
１
）	
実
験
１
の
〔
結
果
〕
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、磁
石
を
コ
イ
ル
に
近
付
け
る
と
、コ
イ
ル
に
電
圧
が
生
じ
、コ
イ

ル
に
電
流
が
流
れ
ま
す
。
こ
の
と
き
に
流
れ
る
電
流
を
何
と
い
い
ま
す
か
。
そ
の
名
称
を
書
き
な
さ
い
。

（
２
）	
実
験
２
の
〔
結
果
〕
中
の

に
当
て
は
ま
る
最
も
適
切
な
内
容
を
、
次
の
ア
〜
エ
の
中
か
ら
選

び
、
そ
の
記
号
を
書
き
な
さ
い
。

ア
　
検
流
計
の
針
が
、
右
に
ふ
れ
た

イ
　
検
流
計
の
針
が
、
左
に
ふ
れ
た

ウ
　
検
流
計
の
針
が
、
右
に
ふ
れ
た
後
、
左
に
ふ
れ
た

エ
　
検
流
計
の
針
が
、
左
に
ふ
れ
た
後
、
右
に
ふ
れ
た

3

検
流
計 棒
磁
石
を
受
け
止
め
る
ク
ッ
シ
ョ
ン

ア
ク
リ
ル
の
パ
イ
プ

ＢＡＸ

棒
磁
石

コ
イ
ル

Ｓ

Ｎ

図
１
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（
３
）	
コ
イ
ル
を
図
１
中
の
Ｂ
の
位
置
で
固
定
し
、
Ｓ
極
を
下
に
し
た
棒
磁
石
を
、
図
１
中
の
Ｘ
の
位
置
か
ら
ア
ク
リ

ル
の
パ
イ
プ
の
中
を
通
り
抜
け
る
よ
う
に
、
静
か
に
落
下
さ
せ
る
と
、
コ
イ
ル
に
流
れ
る
電
流
の
大
き
さ
は
、
実

験
２
の
と
き
と
比
べ
て
ど
の
よ
う
に
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
か
。
次
の
ア
・
イ
か
ら
適
切
な
も
の
を
選
び
、
そ
の

記
号
を
書
き
な
さ
い
。
ま
た
、
そ
の
記
号
が
答
え
と
な
る
理
由
を
簡
潔
に
書
き
な
さ
い
。

ア
　
大
き
く
な
る
　
　
　
イ
　
小
さ
く
な
る

２
　
コ
イ
ル
Ｃ
と
コ
イ
ル
Ｄ
が
あ
り
、
コ
イ
ル
Ｃ
に
は
鉄
心
が
入
っ
て
い
ま
す
。
次
の
図
２
の
よ
う
に
、
コ
イ
ル
Ｃ

の
右
側
に
コ
イ
ル
Ｄ
が
く
る
よ
う
に
し
て
そ
れ
ぞ
れ
棒
に
糸
で
つ
る
し
た
上
で
、
コ
イ
ル
Ｃ
を
電
源
装
置
に
、
コ

イ
ル
Ｄ
を
検
流
計
に
そ
れ
ぞ
れ
つ
な
ぎ
ま
し
た
。
ま
た
、
図
２
の
よ
う
に
、
方
位
磁
針
を
台
の
上
に
置
き
ま
し
た
。

な
お
、
コ
イ
ル
Ｃ
に
電
流
が
流
れ
て
い
な
い
と
き
、
方
位
磁
針
の
Ｎ
極
は
北
を
指
し
て
い
ま
し
た
。

次
の
文
章
は
、
コ
イ
ル
Ｃ
に
電
流
を
流
し
た
と
き
の
、
コ
イ
ル
Ｃ
と
コ
イ
ル
Ｄ
と
方
位
磁
針
の
様
子
を
ま
と
め

た
も
の
で
す
。
文
章
中
の

ａ
・

ｂ
に
当
て
は
ま
る
内
容
は
そ
れ
ぞ
れ
何
で
す
か
。
下
の
ア
〜
エ
の

組
み
合
わ
せ
の
中
か
ら
適
切
な
も
の
を
選
び
、
そ
の
記
号
を
書
き
な
さ
い
。

コ
イ
ル
Ｃ
に
電
流
を
流
す
と
、
そ
の
直
後
に
コ
イ
ル
Ｄ
に
は
図
２
中
の
Ｚ
の
向
き
に
電
流
が
流
れ
、
コ
イ

ル
Ｃ
と
コ
イ
ル
Ｄ
は
し
り
ぞ
け
合
っ
た
。
ま
た
、
コ
イ
ル
Ｃ
に
電
流
が
流
れ
て
い
る
間
、
方
位
磁
針
の
Ｎ
極

は
東
を
指
し
て
い
た
。

次
に
、
コ
イ
ル
Ｃ
に
先
ほ
ど
と
は
逆
向
き
の
電
流
を
流
す
と
、
そ
の
直
後
に
コ
イ
ル
Ｄ
に
は
図
２
中
の

ａ
の
向
き
に
電
流
が
流
れ
、
コ
イ
ル
Ｃ
と
コ
イ
ル
Ｄ
は

ｂ
。
ま
た
、
コ
イ
ル
Ｃ
に
電
流
が
流

れ
て
い
る
間
、
方
位
磁
針
の
Ｎ
極
は
西
を
指
し
て
い
た
。

ａ
：
Ｙ
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ａ
：
Ｙ

ｂ
：
引
き
合
っ
た
　
　
　
　
　

ｂ
：
し
り
ぞ
け
合
っ
た

ａ
：
Ｚ
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ａ
：
Ｚ

ｂ
：
引
き
合
っ
た
　
　
　
　
　

ｂ
：
し
り
ぞ
け
合
っ
た

ア
イ

ウ
エ

－
＋

コ
イ
ル
Ｃ

コ
イ
ル
Ｄ

Ｙ
Ｚ

検
流
計

電
源
装
置

方
位
磁
針

鉄
心

東
北

西
南

図
２

理
―
9

３
　
次
の
図
３
は
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
球
、
プ
ロ
ペ
ラ
付
き
モ
ー
タ
ー
、
ス
イ
ッ
チ
、
送
風
機
を
用
い
た
装
置
を
示
し
て
お

り
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
球
と
プ
ロ
ペ
ラ
付
き
モ
ー
タ
ー
と
ス
イ
ッ
チ
は
導
線
に
よ
り
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
下
の

文
章
は
、
図
３
の
装
置
を
用
い
た
発
電
の
様
子
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
す
。
あ
と
の
（
１
）・
（
２
）
に
答
え
な

さ
い
。

【
図
３
の
装
置
を
用
い
た
発
電
の
様
子
】

図
３
の
装
置
の
ス
イ
ッ
チ
を
切
っ
た
状
態
で
、
送
風
機
を
使
っ
て
プ
ロ
ペ
ラ
付
き
モ
ー
タ
ー
の
プ
ロ
ペ
ラ

に
向
か
っ
て
一
定
の
風
量
で
風
を
送
る
と
、
プ
ロ
ペ
ラ
と
モ
ー
タ
ー
は
一
定
の
速
さ
で
回
る
。
そ
の
状
態
の

ま
ま
、
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
る
と
①
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
球
が
点
灯
す
る
。

（
１
）	
次
の
文
は
、
下
線
部
①
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
す
。
文
中
の

に
当
て
は
ま
る
適
切
な
語
を
書
き

な
さ
い
。

Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
球
が
点
灯
し
た
の
は
、

発
電
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

（
２
）	【
図
３
の
装
置
を
用
い
た
発
電
の
様
子
】
に
お
い
て
、
プ
ロ
ペ
ラ
の
回
転
す
る
速
さ
は
、
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
る

前
よ
り
入
れ
た
後
の
方
が
小
さ
く
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
る
と
プ
ロ
ペ
ラ
の
回
転
す
る

速
さ
が
小
さ
く
な
る
の
は
な
ぜ
で
す
か
。そ
の
理
由
を
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
の
語
を
用
い
て
簡
潔
に
書
き
な
さ
い
。

図
３

Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
球

プ
ロ
ペ
ラ
付
き
モ
ー
タ
ー

ス
イ
ッ
チ

送
風
機
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問
題
は
、
次
の
ペ
ー
ジ
に
続
き
ま
す
。

理
―
11

酸
と
ア
ル
カ
リ
に
関
し
て
、
あ
と
の
１
・
２
に
答
え
な
さ
い
。

１
　
次
の
ア
〜
エ
の
中
で
、
酸
性
の
水
溶
液
の
性
質
に
つ
い
て
述
べ
た
文
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
は
ど
れ
で
す
か
。

そ
の
記
号
を
書
き
な
さ
い
。

ア
　
フ
ェ
ノ
ー
ル
フ
タ
レ
イ
ン
溶
液
を
赤
色
に
変
え
る
。

イ
　
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
リ
ボ
ン
を
入
れ
る
と
、
水
素
が
発
生
す
る
。

ウ
　
酸
性
が
強
い
水
溶
液
ほ
ど
pH
の
値
が
７
よ
り
大
き
く
な
る
。

エ
　
Ｂ
Ｔ
Ｂ
溶
液
を
青
色
に
変
え
る
。

２
　
小
川
さ
ん
は
、
水
溶
液
に
含
ま
れ
て
い
る
イ
オ
ン
と
水
溶
液
の
性
質
と
の
関
係
を
調
べ
る
た
め
、
う
す
い
塩
酸

と
う
す
い
水
酸
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
水
溶
液
を
用
い
て
実
験
を
行
い
、
レ
ポ
ー
ト
に
ま
と
め
ま
し
た
。
次
に
示
し
た
も

の
は
、
小
川
さ
ん
の
レ
ポ
ー
ト
の
一
部
で
す
。
あ
と
の
（
１
）
〜
（
５
）
に
答
え
な
さ
い
。

〔
方
法
〕

Ⅰ
	　
う
す
い
塩
酸
と
う
す
い
水
酸
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
水
溶
液
を
用
い
て
、
次
の
表
に
示
す
体
積
の
割
合
で
水

溶
液
Ａ
〜
水
溶
液
Ｅ
を
つ
く
る
。

水
溶
液

Ａ
水
溶
液

Ｂ
水
溶
液

Ｃ
水
溶
液
　

Ｄ
水
溶
液

Ｅ

う
す
い
塩
酸
の
体
積〔
cm

3 〕
10

10
10

10
10

う
す
い
水
酸
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
水
溶
液
の
体
積〔
cm

3 〕
0

4.
0

8.
0

12
16

Ⅱ
	　
右
の
図
１
の
よ
う
に
、
ス
ラ
イ

ド
ガ
ラ
ス
の
上
に
、
①
硝
酸
カ
リ

ウ
ム
水
溶
液
で
湿
ら
せ
た
ろ
紙
を

の
せ
、
２
つ
の
金
属
の
ク
リ
ッ
プ

で
そ
の
ろ
紙
を
挟
む
よ
う
に
し
て

ス
ラ
イ
ド
ガ
ラ
ス
の
両
端
を
留
め

た
後
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ク
リ
ッ
プ

を
電
源
装
置
に
つ
な
ぐ
。

Ⅲ
	　
右
の
図
２
の
よ
う
に
、
図
１
の

ろ
紙
の
上
に
、
硝
酸
カ
リ
ウ
ム
水

溶
液
で
湿
ら
せ
た
赤
色
と
青
色
リ

ト
マ
ス
紙
を
の
せ
、
さ
ら
に
そ
の

上
に
水
溶
液
Ａ
で
湿
ら
せ
た
ろ
紙

を
置
い
た
後
に
、
一
定
の
電
圧
を

加
え
、
リ
ト
マ
ス
紙
の
色
の
変
化

を
観
察
す
る
。

Ⅳ
	　
水
溶
液
Ｂ
〜
水
溶
液
Ｅ
に
つ
い
て

も
、
水
溶
液
Ａ
と
同
じ
よ
う
に
、
図
１
の
ろ
紙
の
上
に
、
硝
酸
カ
リ
ウ
ム
水
溶
液
で
湿
ら
せ
た
別
の
赤

4

ス
ラ
イ
ド
ガ
ラ
ス

電
源
装
置

－
＋

金
属
の
ク
リ
ッ
プ

金
属
の
ク
リ
ッ
プ

陽
極

陰
極

硝
酸
カ
リ
ウ
ム
水
溶
液
で
湿
ら
せ
た
ろ
紙

図
１

図
２

陽
極

陰
極

水
溶
液
Ａ
で

湿
ら
せ
た
ろ
紙

電
源
装
置

の
－
極
へ

電
源
装
置

の
＋
極
へ

硝
酸
カ
リ
ウ
ム
水
溶
液
で

湿
ら
せ
た
赤
色
リ
ト
マ
ス
紙

硝
酸
カ
リ
ウ
ム
水
溶
液
で

湿
ら
せ
た
ろ
紙

硝
酸
カ
リ
ウ
ム
水
溶
液
で

湿
ら
せ
た
青
色
リ
ト
マ
ス
紙
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色
と
青
色
リ
ト
マ
ス
紙
を
の
せ
、
さ
ら
に
そ
の
上
に
水
溶
液
Ｂ
〜
水
溶
液
Ｅ
そ
れ
ぞ
れ
で
湿
ら
せ
た
ろ

紙
を
置
い
た
後
に
、
一
定
の
電
圧
を
加
え
、
リ
ト
マ
ス
紙
の
色
の
変
化
を
観
察
す
る
。

〔
結
果
〕

水
溶
液
Ａ
と
水
溶
液
Ｂ
で
は
、
青
色
リ
ト
マ
ス
紙
の
陰
極
側
が
赤
色
に
変
化
し
、
赤
色
リ
ト
マ
ス
紙
は
色

が
変
化
し
な
か
っ
た
。
水
溶
液
Ｃ
で
は
、
ど
ち
ら
の
リ
ト
マ
ス
紙
も
色
が
変
化
し
な
か
っ
た
。
水
溶
液
Ｄ

と
水
溶
液
Ｅ
で
は
、
赤
色
リ
ト
マ
ス
紙
の
陽
極
側
が
青
色
に
変
化
し
、
青
色
リ
ト
マ
ス
紙
は
色
が
変
化
し

な
か
っ
た
。

〔
考
察
〕

水
溶
液
Ｃ
で
ど
ち
ら
の
リ
ト
マ
ス
紙
も
色
が
変
化
し
な
か
っ
た
の
は
、
水
溶
液
Ｃ
で
は
、
塩
酸
に
含
ま
れ

て
い
た
水
素
イ
オ
ン
と
水
酸
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
水
溶
液
に
含
ま
れ
て
い
た
水
酸
化
物
イ
オ
ン
と
が
、
全
て
結
び

つ
い
て
、
互
い
の
性
質
を
打
ち
消
し
合
っ
た
た
め
だ
と
考
え
る
。
こ
の
こ
と
よ
り
、
こ
の
実
験
で
用
い
た
塩

酸
と
水
酸
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
水
溶
液
は
、
同
じ
体
積
で
あ
れ
ば
、
塩
酸
中
の
水
素
イ
オ
ン
の
数
は
水
酸
化
ナ
ト

リ
ウ
ム
水
溶
液
中
の
水
酸
化
物
イ
オ
ン
の
数
の

倍
と
な
る
と
い
え
る
。

（
１
）	
こ
の
実
験
を
行
う
た
め
に
、
10
0
m
L
ま
で
測
定
で
き
る
メ
ス
シ
リ
ン
ダ
ー
を
用
い
て
、
う

す
い
塩
酸
50
cm

3
を
測
り
と
る
こ
と
と
し
ま
す
。
右
の
図
３
は
、
そ
の
メ
ス
シ
リ
ン
ダ
ー

に
入
っ
て
い
る
塩
酸
の
液
面
付
近
を
真
横
か
ら
水
平
に
見
た
と
き
の
様
子
を
示
し
た
も
の

で
す
。
塩
酸
50
cm

3
を
測
り
と
る
に
は
、
さ
ら
に
何
cm

3
の
塩
酸
を
加
え
た
ら
よ
い
で
す

か
。
次
の
ア
〜
エ
の
中
か
ら
最
も
適
切
な
も
の
を
選
び
、
そ
の
記
号
を
書
き
な
さ
い
。

ア
　
23
.5
cm

3 　
　
　
イ
　
24
.0
cm

3 　
　
　
ウ
　
24
.5
cm

3 　
　
　
エ
　
25
.5
cm

3

（
２
）	
下
線
部
①
に
つ
い
て
、
ろ
紙
を
硝
酸
カ
リ
ウ
ム
水
溶
液
で
湿
ら
せ
る
の
は
、
ろ
紙
に
電
流
を
通
し
や
す
く
す

る
た
め
で
す
。
硝
酸
カ
リ
ウ
ム
の
よ
う
に
、
水
に
溶
か
し
た
と
き
に
電
流
が
流
れ
る
物
質
を
何
と
い
い
ま
す
か
。

そ
の
名
称
を
書
き
な
さ
い
。

（
３
）	
水
溶
液
Ｂ
の
一
部
を
ス
ラ
イ
ド
ガ
ラ
ス
に
と
り
、
水
溶
液
か
ら
水
を
蒸
発
さ
せ
る
と
白
い
結
晶
が
得
ら
れ
ま

し
た
。
こ
の
物
質
の
化
学
式
を
書
き
な
さ
い
。

（
４
）	〔
考
察
〕
中
の

に
当
て
は
ま
る
値
を
書
き
な
さ
い
。

（
５
）	
次
の
ア
〜
オ
の
中
で
、
水
溶
液
Ａ
〜
水
溶
液
Ｅ
の
説
明
と
し
て
適
切
な
も
の
は
ど
れ
で
す
か
。
そ
の
記
号
を

全
て
書
き
な
さ
い
。

ア
　
水
溶
液
Ａ
に
存
在
し
て
い
る
陽
イ
オ
ン
の
数
は
、
陰
イ
オ
ン
の
数
よ
り
も
多
い
。

イ
　
水
溶
液
Ｂ
に
は
、
水
素
イ
オ
ン
が
存
在
し
て
い
る
。

ウ
　
水
溶
液
Ｃ
に
は
、
イ
オ
ン
が
存
在
し
て
い
な
い
。

エ
　
水
溶
液
Ｄ
に
は
、
中
和
に
よ
り
生
成
し
た
水
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

オ
　
水
溶
液
Ｅ
は
、水
溶
液
Ａ
〜
水
溶
液
Ｅ
の
中
で
、水
溶
液
に
存
在
し
て
い
る
イ
オ
ン
の
総
数
が
最
も
多
い
。

30 20

図
３
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英
語

（
１

４
：

５
０

〜
１

５
：

４
０

）

注
意

１
　

検
査

開
始

の
チ

ャ
イ

ム
が

鳴
る

ま
で

開
い

て
は

い
け

ま
せ

ん
。

２
　

最
初

に
、

放
送

に
よ

る
聞

き
取

り
テ

ス
ト

を
行

い
ま

す
。

検
査

開
始

の
チ

ャ
イ

ム

が
鳴

っ
た

ら
す

ぐ
に

英
─

1
ペ

ー
ジ

を
開

き
な

さ
い

。

３
　

受
検

番
号

は
、

放
送

に
よ

る
聞

き
取

り
テ

ス
ト

の
終

了
後

に
、

問
題

用
紙

と
解

答

用
紙

の
両

方
に

記
入

し
な

さ
い

。

４
　

問
題

用
紙

の
１

ペ
ー

ジ
か

ら
１１

ペ
ー

ジ
に

、
問

題
が
1

か
ら
4

ま
で

あ
り

ま
す

。

　
こ

れ
と

は
別

に
解

答
用

紙
が

１
枚

あ
り

ま
す

。

５
　

答
え

は
す

べ
て

解
答

用
紙

に
記

入
し

な
さ

い
。

英

受
検

番
号

第
番

英
―

1

放
送

を
聞

い
て

答
え

な
さ

い
。

問
題

Ａ
　

こ
れ

か
ら

、
N

o.
1〜

N
o.

3
ま

で
、

対
話

を
３

つ
放

送
し

ま
す

。
そ

れ
ぞ

れ
の

対
話

を
聞

き
、

そ
の

あ
と

に
続

く
質

問
の

答
え

と
し

て
最

も
適

切
な

も
の

を
、

下
の

ア
〜

エ
の

中
か

ら
選

ん
で

、
そ

の
記

号
を

書
き

な
さ

い
。

N
o.

1

N
o.

2

N
o.

3
ア

　
Th

re
e 

 p
eo

pl
e.

イ
　

Fo
ur

  p
eo

pl
e.

ウ
　

Fi
ve

  p
eo

pl
e.

エ
　

Si
x 

 p
eo

pl
e.

ア
イ

ウ
エ

1

ア

4
5

6
7

8
9

10
11

12
1（

月
）

40
0

30
0

20
0

10
0 0

（
冊

）

ウ

4
5

6
7

8
9

10
11

12
1（

月
）

40
0

30
0

20
0

10
0 0

（
冊

）

イ

4
5

6
7

8
9

10
11

12
1（

月
）

40
0

30
0

20
0

10
0 0

（
冊

）

エ

4
5

6
7

8
9

10
11

12
1（

月
）

40
0

30
0

20
0

10
0 0

（
冊

）
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英
―

2

問
題

Ｂ
　

こ
れ

か
ら

放
送

す
る

対
話

は
、

高
校

生
の

信
一

と
留

学
生

の
カ

レ
ン

が
、

あ
る

話
題

に
関

し
て

話
し

た
と

き
の

も
の

で
す

。
下

の
【

対
話

】
に

示
さ

れ
て

い
る

よ
う

に
、

ま
ず

①
で

信
一

が
話

し
、

次
に

②
で

カ
レ

ン
が

話
し

、
そ

の
あ

と
も

交
互

に
話

し
ま

す
。

⑤
で

は
信

一
が

話
す

代
わ

り
に

チ
ャ

イ
ム

が
１

回
鳴

り
ま

す
。

あ
な

た
が

信
一

な
ら

、
こ

の
話

題
に

関
し

て
の

対
話

を
続

け
る

た
め

に
、

⑤
で

カ
レ

ン
に

ど
の

よ
う

な
質

問
を

し
ま

す
か

。
⑤

に
入

る
質

問
を

４
語

以
上

の
英

文
で

書
き

な
さ

い
。

【
対

話
】

Sh
in

ic
hi

 : 
①

Ka
re

n 
: 

②
Sh

in
ic

hi
 : 

③
Ka

re
n 

: 
④

Sh
in

ic
hi

 : 
⑤

 チ
ャ

イ
ム

問
題

Ｃ
　

こ
れ

か
ら

放
送

す
る

英
文

は
、

留
学

生
の

ル
ー

シ
ー

が
高

校
生

の
次

郎
に

対
し

て
話

し
た

と
き

の
も

の
で

す
。

ル
ー

シ
ー

の
質

問
に

対
し

て
、

あ
な

た
な

ら
ど

の
よ

う
に

答
え

ま
す

か
。

あ
な

た
の

考
え

を
そ

の
理

由
と

と
も

に
英

文
で

書
き

な
さ

い
。

な
お

、
２

文
以

上
に

な
っ

て
も

構
い

ま
せ

ん
。

英
―

3

次
の

会
話

は
、

あ
る

高
校

の
生

徒
会

の
メ

ン
バ

ー
で

あ
る

春
花

と
太

郎
が

、
２

人
の

高
校

を
訪

 

問
中

の
、

ア
メ

リ
カ

に
あ

る
姉

妹
校

の
生

徒
会

の
メ

ン
バ

ー
の

ジ
ョ

ン
と

、
お

互
い

の
生

徒
会

の
 

活
動

に
つ

い
て

話
し

た
と

き
の

も
の

で
す

。
ま

た
、

グ
ラ

フ
１

は
、

そ
の

と
き

太
郎

が
説

明
に

 

用
い

た
も

の
で

す
。

こ
れ

ら
に

関
し

て
、

あ
と

の
１

〜
５

に
答

え
な

さ
い

。

H
ar

uk
a 

:  O
ur

  
sc

ho
ol

  
do

na
te

d 
 u

se
d 

 c
lo

th
es

  
la

st
  

ye
ar

,  
so

  
w

e 
 w

ou
ld

  
lik

e 
 to

  
ta

lk
  

ab
ou

t  
it  

to
da

y.

Jo
hn

 
:  O

K.
　

O
ur

  
sc

ho
ol

  
ha

s 
 d

on
at

ed
  

fo
od

  
an

d 
 o

th
er

  
th

in
gs

  
a 

 fe
w

  
tim

es
  

be
fo

re
,  

so
  

I   

ca
n 

 sh
ar

e 
 o

ur
  e

xp
er

ie
nc

es
  w

ith
  y

ou
.

Ta
ro

 
:  G

re
at

! 　
Fi

rs
t, 

 I 
 w

ill
  t

el
l  

yo
u 

 w
hy

  w
e 

 d
ec

id
ed

  t
o 

 d
on

at
e 

 u
se

d 
 c

lo
th

es
. 　

In
  s

oc
ia

l  

st
ud

ie
s 

 c
la

ss
,  

ou
r  

te
ac

he
r  

sh
ow

ed
  t

hi
s 

 g
ra

ph
  a

nd
  t

ol
d 

 u
s 

 h
ow

  p
eo

pl
e 

 g
ot

  r
id

  o
f  

us
ed

  c
lo

th
es

  i
n 

 J
ap

an
. 　

Th
e 

 g
ra

ph
  s

ho
w

s 
 th

at
Ａ

%
  o

f  
th

e 
 c

lo
th

es
  w

er
e  

th
ro

w
n 

 a
w

ay
,  

an
d 

 o
nl

y 
 3

%
  

of
  

th
e 

 c
lo

th
es

  
w

er
e 

 g
iv

en
  

aw
ay

  
or

  
do

na
te

d.
　

Th
e  

te
ac

he
r 

 a
lso

  
sa

id
  

th
at

  
pe

op
le

  
th

ro
w

  
aw

ay
  

cl
ot

he
s 

 t
ha

t  
th

ey
  

ca
n 

 s
til

l  
re

us
e 

 o
r  

re
cy

cl
e.

　
W

e 
 t

ho
ug

ht
  

th
at

  
if 

 w
e 

 d
on

at
ed

  
us

ed
  

cl
ot

he
s, 

 w
e 

 c
ou

ld
  

re
du

ce
  

th
e  

am
ou

nt
  o

f  
cl

ot
he

s  
th

at
  a

re
  t

hr
ow

n 
 a

w
ay

.

H
ar

uk
a 

:  ［
あ

］
　

A
fte

r 
 w

e 
 d

ec
id

ed
  

to
  

do
na

te
  

us
ed

  
cl

ot
he

s, 
 w

e 
 fo

un
d 

 a
n 

 N
PO

  
th

at
  

do
na

te
s 

 u
se

d 
 c

lo
th

es
  

to
  

pe
op

le
  

in
  

so
m

e 
 c

ou
nt

rie
s 

 in
  

A
sia

. 　
Th

en
,  

w
e 

 c
ol

le
ct

ed
  

us
ed

  c
lo

th
es

  f
ro

m
  t

he
  s

tu
de

nt
s  

at
  o

ur
  s

ch
oo

l.

Jo
hn

 
:  I

  s
ee

. 　
So

,  
w

as
  e

ve
ry

th
in

g 
 O

K?

Ta
ro

 
:  N

o. 　
［

い
］

　
A

fte
r  

w
e 

 c
ol

lec
te

d 
 m

an
y 

 k
in

ds
  o

f  
us

ed
  c

lo
th

es
,  

w
e 

 fo
un

d 
 th

at
  

th
e 

 N
PO

  
di

d 
 n

ot
  

ac
ce

pt
  

w
in

te
r 

 c
lo

th
es

. 　
Th

ey
  

se
nd

  
cl

ot
he

s 
 o

nl
y 

 t
o 

 p
eo

pl
e   

liv
in

g 
 in

  h
ot

  a
re

as
  i

n 
 A

sia
. 　

So
,  

w
e 

 h
ad

  t
o 

 re
m

ov
e 

 th
e 

 w
in

te
r  

cl
ot

he
s 

 fr
om

  t
he

  

us
ed

  c
lo

th
es

  g
iv

en
  b

y 
 th

e 
 s

tu
de

nt
s 

 a
nd

  s
en

d 
 th

e 
 re

st
  o

f  
th

e 
 u

se
d 

 c
lo

th
es

  t
o 

 th
e  

N
PO

. 　
①

Th
is 

 h
ap

pe
ne

d 
 b

ec
au

se
  w

e 
 d

id
  n

ot
  t

hi
nk

  a
bo

ut
  t

hi
ng

s 
 th

at
  t

he
  p

eo
pl

e  

re
al

ly
  n

ee
de

d.

H
ar

uk
a 

:  W
e 

 sh
ou

ld
  t

ry
  t

o 
 le

ar
n 

 m
or

e 
 a

bo
ut

  p
eo

pl
e 

 w
ho

  w
ill

  r
ec

ei
ve

  u
se

d 
 c

lo
th

es
. 　

If 
 w

e  

un
de

rs
ta

nd
  

th
em

  
be

tte
r, 

 w
e 

 w
ill

  
kn

ow
  

w
ha

t  
th

ey
  

ne
ed

. 　
N

ow
,  

ca
n 

 y
ou

  
te

ll 
 u

s  

ab
ou

t  
th

e 
 a

ct
iv

iti
es

  a
t  

yo
ur

  s
ch

oo
l?

Jo
hn

 
:  ［

う
］

　
W

e 
 h

ad
  

an
  

ex
pe

rie
nc

e 
 th

at
  

is 
 s

im
ila

r 
 to

  
yo

ur
s. 　

W
he

n 
 o

ur
  

sc
ho

ol
  

do
na

te
d 

 fo
r  

th
e 

 fi
rs

t  
tim

e,
  w

e 
 c

ol
le

ct
ed

  t
hi

ng
s 

 th
at

  w
e 

 d
id

n
t̓  

us
e.

　
W

e 
 tr

ie
d 

 to
  

gi
ve

  t
ho

se
  t

hi
ng

s  
to

  f
am

ili
es

  i
n 

 n
ee

d 
 in

  o
ur

  t
ow

n,
  b

ut
  s

om
e 

 fa
m

ili
es

  d
id

n
t̓  

ac
ce

pt
  

th
em

.

H
ar

uk
a 

:  
Ｂ

,  
th

en
?

Jo
hn

 
:  W

e 
 a

sk
ed

  
th

em
  

w
ha

t  
th

ey
  

ne
ed

ed
. 　

Th
ey

  
to

ld
  

us
  

th
at

  
th

ey
  

ne
ed

ed
  

fo
od

. 　
W

e  

2
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英
―

4

de
ci

de
d 

 to
  

se
ll 

 th
in

gs
  

th
at

  
w

e 
 c

ol
le

ct
ed

  
fr

om
  

ou
r 

 s
tu

de
nt

s. 　
W

e 
 g

ot
  

m
on

ey
  

by
  

se
lli

ng
  t

he
  t

hi
ng

s, 
 a

nd
  t

he
n 

 w
ith

  t
he

  m
on

ey
  w

e 
 g

ot
,  

w
e 

 b
ou

gh
t  

fo
od

  a
nd

  g
av

e 
 it

  

to
  t

he
  f

am
ili

es
.

Ta
ro

 
:  I

  s
ee

. 　
I  

th
in

k 
 it

  i
s  

a 
 g

oo
d 

 id
ea

  t
o 

 se
ll 

 th
in

gs
  a

fte
r  

w
e 

 c
ol

le
ct

  t
he

m
.

Jo
hn

 
:  ［

え
］

　
Th

er
e 

 a
re

  m
an

y 
 w

ay
s 

 to
  h

el
p 

 p
eo

pl
e.

　
A

fte
r  

al
l, 

 it
  i

s 
 im

po
rt

an
t  

to
  

un
de

rs
ta

nd
  o

th
er

  p
eo

pl
e 

 a
nd

  w
ha

t  
th

ey
  n

ee
d 

 if
  w

e 
 w

an
t  

to
  h

el
p 

 th
em

.  

（
注

） 
do

na
te

　
寄

付
す

る
　

　
us

ed
　

中
古

の
　

　
ge

t  
rid

  o
f  

〜
　

〜
を

手
放

す
 

be
  t

hr
ow

n 
 a

w
ay

　
廃

棄
さ

れ
る

　
　

gi
ve

  a
w

ay
  〜

　
〜

を
譲

渡
す

る
 

th
ro

w
  a

w
ay

  〜
　

〜
を

廃
棄

す
る

　
　

re
us

e 　
再

利
用

す
る

 

re
cy

cl
e 　

リ
サ

イ
ク

ル
す

る
　

　
re

du
ce

　
減

ら
す

　
　

am
ou

nt
　

量
 

N
PO

　
非

営
利

団
体

（
no

n-
pr

of
it 

 o
rg

an
iz

at
io

n 
の

略
）　

　
ac

ce
pt

　
受

け
取

る
 

re
m

ov
e 　

取
り

除
く

　
　

re
st

　
残

り
　

　
be

  s
im

ila
r  

to
  〜

　
〜

に
似

て
い

る
 

fo
r  

th
e 

 fi
rs

t  
tim

e 　
初

め
て

　
　

in
  n

ee
d 　

困
っ

て
い

る
　

　
af

te
r  

al
l 　

結
局

１
　

本
文

中
の

Ａ
に

当
て

は
ま

る
数

値
を

、
次

の
ア

〜
エ

の
中

か
ら

選
び

、
そ

の
記

号
を

 

書
き

な
さ

い
。

ア
　

７
イ

　
14

ウ
　

８
エ

　
68

（
20

22
 年

度
調

査
）

服
を

手
放

す
手

段 （
環

境
省

ウ
ェ

ブ
ペ

ー
ジ

に
よ

り
作

成
。）

グ
ラ

フ
１

古
着

と
し

て
売

却
７

％ 譲
渡

・
寄

付
３

％

地
域

・
店

頭
で

の
回

収
14

％

資
源

回
収

８
％

ご
み

と
し

て
廃

棄
68

％

英
―

5

２
　

下
線

部
①

に
つ

い
て

、
そ

の
内

容
を

表
し

て
い

る
最

も
適

切
な

英
文

を
、

次
の

ア
〜

エ
の

中
か

 

ら
選

び
、

そ
の

記
号

を
書

き
な

さ
い

。
ア

　
Ta

ro
  a

nd
  H

ar
uk

a 
 d

ec
id

ed
  t

o 
 th

ro
w

  a
w

ay
  u

se
d 

 c
lo

th
es

.

イ
　

 Ta
ro

  a
nd

  H
ar

uk
a 

 h
ad

  t
o 

 re
m

ov
e 

 s
om

e 
 c

lo
th

es
  f

ro
m

  t
he

  u
se

d 
 c

lo
th

es
  g

iv
en

  b
y 

 th
e  

st
ud

en
ts

  a
t  

th
ei

r  
sc

ho
ol

  a
nd

  s
en

d 
 th

e 
 re

st
  t

o 
 a

n 
 N

PO
.

ウ
　

 Ta
ro

  
an

d 
 H

ar
uk

a 
 f

ou
nd

  
an

  
N

PO
  

th
at

  
do

na
te

s 
 u

se
d 

 c
lo

th
es

  
to

  
so

m
e 

 f
or

ei
gn

  

co
un

tr
ie

s.

エ
　

 Ta
ro

  a
nd

  H
ar

uk
a 

 g
ot

  m
on

ey
  b

y 
 s

el
lin

g 
 th

e 
 u

se
d 

 c
lo

th
es

  g
iv

en
  b

y 
 th

e 
 s

tu
de

nt
s 

 a
t  

th
ei

r  
sc

ho
ol

.

３
　

本
文

中
の

Ｂ
に

当
て

は
ま

る
最

も
適

切
な

英
語

を
、

次
の

ア
〜

エ
の

中
か

ら
選

び
、

 

そ
の

記
号

を
書

き
な

さ
い

。
ア

　
W

hy
  d

id
  y

ou
  d

o 
 th

at

イ
　

H
ow

  d
id

  y
ou

  d
o 

 th
at

ウ
　

W
ha

t  
di

d 
 y

ou
  d

o

エ
　

W
ho

  d
id

  t
ha

t

４
　

次
の

英
文

は
、

本
文

中
か

ら
抜

き
出

し
た

も
の

で
す

。
こ

の
英

文
を

入
れ

る
最

も
適

切
な

と
こ

 

ろ
を

本
文

中
の

［
あ

］
〜

［
え

］
の

中
か

ら
選

び
、

そ
の

記
号

を
書

き
な

さ
い

。

W
e 

 h
ad

  o
ne

  p
ro

bl
em

.
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英
―

6

５
　

太
郎

は
、

ア
メ

リ
カ

に
帰

国
し

た
ジ

ョ
ン

に
次

の
メ

ー
ル

を
送

り
ま

し
た

。
本

文
の

内
容

を
踏

 

ま
え

て
、

こ
の

メ
ー

ル
中

の
a

〜
d

に
当

て
は

ま
る

最
も

適
切

な
語

を
、

下
の

 

ア
〜

エ
の

中
か

ら
そ

れ
ぞ

れ
選

び
、

そ
の

記
号

を
書

き
な

さ
い

。

D
ea

r  
Jo

hn
,

Th
an

k 
 y

ou
  

fo
r 

 v
is

iti
ng

  
ou

r 
 s

ch
oo

l  
la

st
  

w
ee

k.
　

W
e 

 w
er

e 
 g

la
d 

 t
o

a
ou

r  

ex
pe

ri
en

ce
s 

 w
ith

  
yo

u.
　

A
s 

 w
e 

 d
is

cu
ss

ed
  

w
ith

  
yo

u,
  

to
  

he
lp

  
ot

he
rs

,  
w

e 
 s

ho
ul

d   

un
de

rs
ta

nd
  

w
ha

t  
th

ey
b

. 　
So

,  
be

fo
re

  
w

e 
 d

on
at

e 
 u

se
d 

 c
lo

th
es

  
ne

xt
  t

im
e,

  
w

e  

w
ill

c
fo

r 
 m

or
e 

 in
fo

rm
at

io
n 

 a
bo

ut
  

pe
op

le
  

w
ho

  
w

ill
  

re
ce

iv
e 

 t
he

  
cl

ot
he

s. 　
If

   

w
e 

 k
no

w
  m

or
e 

 a
bo

ut
  t

he
m

  a
nd

  t
he

ir 
 li

ve
s, 

 w
e 

 c
an

d
th

em
  c

lo
th

es
  t

ha
t  

ar
e  

us
ef

ul
.

Le
ts̓

  t
al

k 
 a

ga
in

  s
oo

n!

Ta
ro

（
注

） 
 a

s  
w

e 
 d

isc
us

se
d 　

私
た

ち
が

話
し

た
よ

う
に

ア
　

gi
ve

イ
　

lo
ok

ウ
　

sh
ar

e
エ

　
ne

ed

英
―

7

次
の

英
文

は
、

高
校

生
の

健
一

が
、

英
語

の
授

業
で

「
心

に
残

る
思

い
出

」
と

い
う

テ
ー

マ
で

書
い

た
英

作
文

で
す

。
こ

れ
に

関
し

て
、

あ
と

の
１

〜
６

に
答

え
な

さ
い

。

　
D

id
  y

ou
  k

no
w

  t
ha

t  
ge

es
e 

 f
ly

  i
n 

 a
  V

-fo
rm

at
io

n?
　

I  
he

ar
d 

 a
bo

ut
  t

hi
s 

 fo
rm

at
io

n 
 in

  o
ur

  

hi
gh

  
sc

ho
ol

  
cl

as
s 

 fo
r 

 th
e 

 f
irs

t  
tim

e 
 a

nd
  

le
ar

ne
d 

 th
at

  
th

ey
  

ca
n 

 f
ly

  
fa

rt
he

r 
 in

  
th

is 
 w

ay
. 　

W
hi

le
  g

ee
se

  a
re

  f
ly

in
g 

 in
  t

he
  V

-fo
rm

at
io

n,
  t

he
y 

 ta
ke

  t
ur

ns
  l

ea
di

ng
  t

he
  f

or
m

at
io

n.
　

W
he

n  

th
e 

 le
ad

  g
oo

se
  i

s  
tir

ed
,  

it 
 g

oe
s  

to
  t

he
  b

ac
k 

 a
nd

  a
no

th
er

  g
oo

se
  c

om
es

  t
o 

 th
e 

 fr
on

t. 　
In

  t
hi

s  

w
ay

  t
he

y 
 c

an
  s

ha
re

  t
he

  l
oa

d 
 a

nd
  f

ly
  f

ar
th

er
.

　
W

he
n 

 I 
 li

ste
ne

d 
 to

  t
hi

s 
 s

to
ry

,  
I  

re
m

em
be

re
d 

 th
e 

 c
ho

ru
s 

 c
on

te
st

  I
  h

ad
  w

he
n 

 I 
 w

as
  a

  

ju
ni

or
  

hi
gh

  
sc

ho
ol

  
st

ud
en

t. 　
In

  
th

at
  

co
nt

es
t, 

 I
  

be
ca

m
e 

 a
  

cl
as

s 
 le

ad
er

  
be

ca
us

e 
 I

  
w

as
  

a  

m
em

be
r 

 o
f 

 t
he

  
br

as
s 

 b
an

d 
 a

nd
  

th
ou

gh
t 

 t
ha

t ①
I 

 k
ne

w
  （

to
　

th
e 　

ho
w

　
ch

or
us

　
m

ak
e ）

  

be
tte

r.

　
In

  
M

ay
,  

w
e 

 b
eg

an
  

to
  

pr
ac

tic
e 

 s
in

gi
ng

  
th

e 
 s

on
g 

 f
or

  
th

e 
 c

on
te

st
. 　

I 
 s

ai
d 

 t
o 

 m
y   

cl
as

sm
at

es
,  

“L
et

s̓ 
 p

ra
ct

ic
e 

 h
ar

d 
 a

nd
  

w
in

  
fir

st
  

pr
iz

e!
”　

W
e 

 p
ra

ct
ic

ed
  

sin
gi

ng
  

ev
er

y 
 d

ay
,   

bu
t  

I  
th

ou
gh

t  
ou

r  
ch

or
us

  w
as

  n
ot

  g
et

tin
g 

 b
et

te
r. 　

I  
al

w
ay

s 
 to

ld
  m

y 
 c

la
ss

m
at

es
  w

ha
t  

w
as

  

ba
d 

 a
bo

ut
  o

ur
  c

ho
ru

s.

　
O

ne
  

da
y,

  
w

he
n 

 w
e 

 h
ad

  
tw

o 
 w

ee
ks

  
be

fo
re

  
th

e 
 c

on
te

st
,  

w
e 

 w
er

e 
 g

oi
ng

  
to

  
pr

ac
tic

e   

sin
gi

ng
  

in
  

th
e 

 m
us

ic
  

ro
om

,  
an

d 
 I 

 a
sk

ed
  

ev
er

yo
ne

  
to

  
co

m
e.

　
H

ow
ev

er
,  

on
ly

  
ha

lf 
 o

f  
th

e  

cl
as

s 
 c

am
e.

　
I 

 g
ot

  
an

gr
y 

 a
nd

  
sa

id
,  

“W
e 

 c
an

no
t 

 p
ra

ct
ic

e 
 t

od
ay

. ”　
Th

en
,  

on
e 

 o
f 

 m
y  

cl
as

sm
at

es
  

sa
id

,  
“W

ha
t?

　
W

e 
 c

am
e 

 h
er

e 
 t

o 
 p

ra
ct

ic
e!

”　
I 

 d
id

n
t̓ 

 s
ay

  
an

yt
hi

ng
. 　

Th
en

,   

Ky
ok

a,
  

an
ot

he
r 

 c
la

ss
m

at
e,

  
sa

id
,  

“K
en

ic
hi

  
is 

 t
ire

d 
 b

ec
au

se
  

he
  

is 
 a

lw
ay

s 
 t

hi
nk

in
g 

 a
bo

ut
   

ou
r 

 c
ho

ru
s. 　

W
e 

 s
ho

ul
d 

 h
el

p 
 h

im
. ”　

Sh
e 

 c
am

e 
 to

  
th

e 
 f

ro
nt

  
an

d 
 s

ai
d,

　
“W

ha
t  

do
  

yo
u   

w
an

t  
to

  p
ra

ct
ic

e 
 to

da
y?

”　
So

m
e 

 s
tu

de
nt

s 
 to

ld
  h

er
  t

he
y 

 w
an

te
d 

 to
  p

ra
ct

ic
e 

 th
e 

 b
eg

in
ni

ng
   

of
  

th
e 

 s
on

g.
　

Sh
e 

 s
ai

d,
  

“O
K

. 　
W

e ʼ
ll 

 p
ra

ct
ic

e 
 t

ha
t 

 p
ar

t. 　
Is

  
it 

 O
K,

  
Ke

ni
ch

i?
”　

I 
 s

ai
d,

   

“Y
es

...
. ”　

Ky
ok

a 
 s

ai
d,

  
“E

ve
ry

on
e,

  
sm

ile
! 　

Ye
s!

　
Th

at
ʼs 

 p
er

fe
ct

! ”
　

A
ll 

 o
f 

 t
he

m
  

sm
ile

d   

an
d 

 sa
ng

  l
ou

de
r. 　

Sh
e 

 sa
id

,  
“O

ur
  c

ho
ru

s  
is 

 g
et

tin
g 

 b
et

te
r! 　

W
e 

 c
an

  w
in

  f
irs

t  
pr

iz
e!

”  
　

A
fte

r 
 p

ra
ct

ic
in

g,
  

I 
 w

en
t 

 t
o 

 h
er

  
an

d 
 s

ai
d,

  
“T

ha
nk

  
yo

u 
 f

or
  

he
lp

in
g 

 m
e.

”　
Sh

e 
 ju

st
   

sm
ile

d.
　

I  
sa

id
,  

“Y
ou

  s
ho

ul
d 

 b
e 

 th
e 

 le
ad

er
  i

ns
te

ad
  o

f  
m

e 
 b

ec
au

se
  y

ou
  u

nd
er

st
an

d 
 th

em
. ”　

Sh
e 

 s
ai

d,
  “

I  
th

in
k 

 y
ou

  a
re

  a
  g

oo
d 

 le
ad

er
,  

be
ca

us
e 

 y
ou

  h
av

e 
 a

  s
tro

ng
  p

as
sio

n.
　

W
e 

 s
til

l  

ha
ve

  t
w

o 
 w

ee
ks

  b
ef

or
e 

 th
e 

 c
on

te
st

. 　
W

e 
 c

an
  w

in
  f

irs
t  

pr
iz

e!
”　

A
fte

r  
I  

ta
lk

ed
  t

o 
 K

yo
ka

,   

I  
w

on
de

re
d 

 w
ha

t  
w

as
  t

he
  b

es
t  

fo
r  

th
e 

 c
la

ss
  a

nd
②

m
ad

e 
 so

m
e 

 d
ec

isi
on

s.

　
Th

e 
 n

ex
t  

da
y, 

 I 
 a

sk
ed

  K
yo

ka
  t

o 
 ta

ke
  t

ur
ns

  l
ea

di
ng

  t
he

  c
la

ss
  w

ith
  m

e.
　

I  
sa

id
  t

o 
 h

er
,  

“Y
ou

  
ca

n 
 s

ay
th

in
gs

  
to

  
ou

r 
 c

la
ss

m
at

es
  

w
he

n 
 w

e 
 p

ra
ct

ic
e 

 s
in

gi
ng

. 　
If

  
bo

th
   

yo
u 

 a
nd

  
I 

 a
re

  
le

ad
er

s, 
 o

ur
  

ch
or

us
  

w
ill

  
be

  
be

tte
r. ”

　
Ky

ok
a 

 t
ho

ug
ht

  
ab

ou
t  

it 
 f

or
  

a 
 fe

w
  

m
in

ut
es

  a
nd

  s
ai

d 
 y

es
. 　

Ky
ok

a 
 a

nd
  I

  s
po

ke
  t

o 
 th

e 
 c

la
ss

  a
bo

ut
  o

ur
  c

ho
ru

s  
in

  t
ur

n.
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英
―

8

　
I  

al
so

  
as

ke
d 

 th
e 

 o
th

er
  

cl
as

sm
at

es
  

to
  

sa
y 

 w
ha

t  
th

ey
  

th
ou

gh
t  

ab
ou

t  
ou

r 
 c

ho
ru

s 
 to

  
th

e  

cl
as

s.
　

A
  

lo
t 

 o
f 

 c
la

ss
m

at
es

  
di

d 
 s

o,
  

an
d 

 s
om

e 
 o

f 
 t

he
m

  
ch

ee
re

d 
 t

he
  

cl
as

s 
 o

n.
　

Th
at

  

im
pr

ov
ed

  o
ur

  c
ho

ru
s.

　
A

t  
th

e 
 c

ho
ru

s 
 c

on
te

st
,  

w
e 

 d
id

  
ou

r 
 b

es
t  

an
d 

 o
ur

  
ch

or
us

  
w

as
  

gr
ea

t. 　
W

e 
 d

id
n

t̓  
w

in
   

fir
st

  p
riz

e,
  b

ut
  e

ve
ry

on
e 

 in
  t

he
  c

la
ss

  s
ai

d 
 th

at
  t

he
  c

ho
ru

s  
co

nt
es

t  
w

as
  a

  g
oo

d 
 m

em
or

y.

　
Fr

om
  t

hi
s 

 e
xp

er
ie

nc
e,

  I
  h

av
e 

 le
ar

ne
d 

 th
at

  i
t  

is 
 h

ar
d 

 fo
r  

on
ly

  o
ne

  m
em

be
r  

to
  i

m
pr

ov
e  

th
e 

 p
er

fo
rm

an
ce

  
of

  
th

e 
 te

am
. 　

W
he

n 
 e

ac
h 

 m
em

be
r 

 s
ha

re
s 

 t
he

  
re

sp
on

sib
ili

ty
  

w
ith

  
th

e   

ot
he

r  
m

em
be

rs
,  

th
e 

 te
am

  c
an

  p
er

fo
rm

  b
et

te
r.

（
注

） 
go

os
e 　

雁が
ん
（

渡
り

鳥
の

一
種

、
複

数
形

は
 g

ee
se

）
 

V-
fo

rm
at

io
n 　

Ｖ
字

型
の

隊
形

　
　

fo
r  

th
e 

 fi
rs

t  
tim

e 　
初

め
て

 

fa
rt

he
r 　

よ
り

遠
く

へ
　

　
ta

ke
  t

ur
ns

 〜
　

交
替

で
〜

す
る

　
　

le
ad

　
先

導
す

る
 

le
ad

  g
oo

se
　

先
頭

の
雁

　
　

ba
ck

　
後

ろ
　

　
lo

ad
　

負
担

　
　

le
ad

er
　

リ
ー

ダ
ー

 

br
as

s  
ba

nd
　

吹
奏

楽
部

　
　

lo
ud

　
大

き
な

声
で

　
　

in
st

ea
d 

 o
f 〜

　
〜

の
代

わ
り

に
 

pa
ss

io
n 　

情
熱

　
　

w
on

de
r 　

あ
れ

こ
れ

考
え

る
　

　
m

ak
e 

 a
  d

ec
isi

on
　

決
心

を
す

る
 

in
  t

ur
n 　

交
替

で
　

　
ch

ee
r 〜

 o
n 　

〜
を

応
援

す
る

　
　

re
sp

on
sib

ili
ty

　
責

任
 

pe
rf

or
m

  b
et

te
r 　

よ
り

よ
い

結
果

を
出

す

１
　

次
の

（1
）・

（2
）

に
対

す
る

答
え

を
、

そ
れ

ぞ
れ

英
文

で
書

き
な

さ
い

。
（1

） 
D

id
  K

en
ic

hi
  l

ea
rn

  a
bo

ut
  t

he
  V

-fo
rm

at
io

n 
 o

f  
ge

es
e 

 in
  j

un
io

r  
hi

gh
  s

ch
oo

l?

（2
） 

W
hy

  d
id

  K
en

ic
hi

  g
et

  a
ng

ry
  a

nd
  s

ay
,  

“W
e 

 c
an

no
t  

pr
ac

tic
e 

 to
da

y ”
?

２
　

下
線

部
①

が
意

味
の

通
る

英
語

に
な

る
よ

う
に

、（
　

　
）

内
の

語
を

並
べ

か
え

な
さ

い
。

３
　

下
線

部
②

に
つ

い
て

、
そ

の
内

容
を

表
し

て
い

る
英

文
を

、
次

の
ア

〜
エ

の
中

か
ら

２
つ

選
び

、
 

そ
の

記
号

を
書

き
な

さ
い

。
ア

　
Ke

ni
ch

i  
de

ci
de

d 
 to

  t
el

l  
hi

s  
cl

as
sm

at
es

  t
o 

 sm
ile

  a
nd

  s
in

g 
 lo

ud
er

.

イ
　

Ke
ni

ch
i  

de
ci

de
d 

 to
  t

el
l  

Ky
ok

a 
 th

at
  K

yo
ka

  a
nd

  K
en

ic
hi

  s
ho

ul
d 

 b
e 

 le
ad

er
s.

ウ
　

 Ke
ni

ch
i  

de
ci

de
d 

 to
  a

sk
  h

is 
 c

la
ss

m
at

es
  t

o 
 sh

ar
e 

 w
ha

t  
th

ey
  t

ho
ug

ht
  a

bo
ut

  t
he

ir 
 c

ho
ru

s  

w
ith

  t
he

  c
la

ss
.

エ
　

Ke
ni

ch
i  

de
ci

de
d 

 to
  s

to
p 

 p
ra

ct
ic

in
g 

 th
e 

 so
ng

  f
or

  t
he

  c
ho

ru
s  

co
nt

es
t.

４
　

本
文

中
の

に
適

切
な

語
を

１
語

補
っ

て
、

英
文

を
完

成
し

な
さ

い
。

英
―

9

５
　

次
の

ア
〜

エ
の

中
で

、
本

文
の

内
容

に
合

っ
て

い
る

も
の

を
１

つ
選

び
、

そ
の

記
号

を
書

き
な

 

さ
い

。
ア

　
W

he
n 

 g
ee

se
  f

ly
  i

n 
 a

  V
-fo

rm
at

io
n,

  t
he

  l
ea

d 
 g

oo
se

  n
ev

er
  f

ee
ls 

 ti
re

d.

イ
　

In
  M

ay
,  

Ke
ni

ch
is̓

  c
la

ss
  s

ta
rte

d 
 to

  p
ra

ct
ic

e 
 si

ng
in

g 
 fo

r  
th

e 
 c

ho
ru

s  
co

nt
es

t.

ウ
　

Ky
ok

a 
 d

id
  n

ot
  t

hi
nk

  t
ha

t  
Ke

ni
ch

i  
w

as
  a

  g
oo

d 
 le

ad
er

.

エ
　

Ke
ni

ch
is̓

  c
la

ss
  w

on
  f

irs
t  

pr
iz

e 
 in

  t
he

  c
ho

ru
s  

co
nt

es
t.

６
　

健
一

の
ク

ラ
ス

は
、

英
語

の
授

業
で

、
ペ

ア
で

互
い

の
英

作
文

を
読

み
、

読
ん

だ
感

想
を

伝
え

 

合
う

こ
と

に
な

り
ま

し
た

。
次

の
対

話
は

、
健

一
が

、
ペ

ア
を

組
ん

だ
広

子
と

、
健

一
の

英
作

文
 

に
つ

い
て

話
し

た
と

き
の

も
の

で
す

。
こ

れ
を

読
ん

で
、

下
の

（1
）・

（2
）

に
答

え
な

さ
い

。

H
iro

ko
 

: 
Yo

ur
  e

ss
ay

  w
as

  r
ea

lly
  g

oo
d!

Ke
ni

ch
i :

 T
ha

nk
  y

ou
.

H
iro

ko
 

: 
 I 

 li
ke

  
th

e 
 b

eg
in

ni
ng

  
of

  
yo

ur
  

es
sa

y.
　

I 
 d

id
n

t̓  
kn

ow
  

ab
ou

t  
th

e 
 V

-fo
rm

at
io

n   

of
  g

ee
se

. 　
H

av
e 

 y
ou

  e
ve

r
a

ge
es

e 
 in

  a
  V

-fo
rm

at
io

n?

Ke
ni

ch
i :

  N
o,

  b
ut

  I
  w

an
t  

to
  s

ee
  t

he
m

  s
om

ed
ay

.

H
iro

ko
 

: 
 I  

al
so

  l
ik

e 
 y

ou
r  

id
ea

  a
bo

ut
  i

m
pr

ov
in

g 
 th

e 
 te

am
  p

er
fo

rm
an

ce
. 　

I  
am

  c
ap

ta
in

   

of
  

th
e 

 v
ol

le
yb

al
l  

cl
ub

,  
an

d 
 I 

 w
an

t  
ou

r 
 te

am
  

to
  

ge
t  

st
ro

ng
er

. 　
A

fte
r 

 I 
 r

ea
d  

yo
ur

  
es

sa
y,

  
I 

 r
ea

liz
ed

  
th

at
  

it 
 i

s 
 i

m
po

rt
an

t 
 f

or
  

ea
ch

  
te

am
  

m
em

be
r 

 t
o 

b
. 　

If 
 w

e 
 d

o 
 so

,  
ou

r  
te

am
  w

ill
  p

er
fo

rm
  b

et
te

r, 
 ri

gh
t?

Ke
ni

ch
i :

  Y
es

,  
I  

th
in

k 
 th

at
  i

t  
is 

 im
po

rt
an

t  
fo

r  
ea

ch
  m

em
be

r  
to

  d
o 

 so
.

（
注

） 
 e

ss
ay

　
作

文
　

　
ca

pt
ai

n 　
キ

ャ
プ

テ
ン

（1
） 

対
話

の
流

れ
に

合
う

よ
う

に
、

a
に

入
る

適
切

な
英

語
を

１
語

で
書

き
な

さ
い

。
（2

） 
本

文
を

踏
ま

え
て

、
b

に
入

る
適

切
な

英
語

を
７

語
以

内
で

書
き

な
さ

い
。
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英
―

10

問
題

は
、

次
の

ペ
ー

ジ
に

続
き

ま
す

。

英
―

11

あ
な

た
は

、
英

語
の

授
業

で
、

次
の

テ
ー

マ
に

つ
い

て
ク

ラ
ス

で
意

見
交

換
を

す
る

こ
と

に
な

 

り
ま

し
た

。
こ

の
テ

ー
マ

に
つ

い
て

、
賛

成
ま

た
は

反
対

の
い

ず
れ

か
の

立
場

で
、

あ
な

た
の

意
 

見
を

30
語

以
上

50
語

以
内

の
ま

と
ま

り
の

あ
る

英
文

で
書

き
な

さ
い

。
な

お
、

２
文

以
上

に
な

 

っ
て

も
構

い
ま

せ
ん

。
た

だ
し

、
下

の
【

条
件

】
と

【
注

意
事

項
】

に
従

っ
て

書
く

こ
と

。

紙
の

本
よ

り
電

子
書

籍
の

方
が

よ
い

。
E-

bo
ok

s  
ar

e 
 b

et
te

r  
th

an
  p

ap
er

  b
oo

ks
.

（
注

）
e-

bo
ok

　
電

子
書

籍

【
条

件
】

（１
）　

賛
成

か
反

対
か

の
立

場
を

明
確

に
す

る
こ

と
。

（２
）　

賛
成

か
反

対
を

選
ん

だ
理

由
を

２
つ

挙
げ

る
こ

と
。

【
注

意
事

項
】

英
文

は
次

の
記

入
例

の
よ

う
に

各
下

線
上

に
１

語
ず

つ
書

く
こ

と
。

短
縮

形
（

I ʼl
l や

do
n

t̓ な
ど

）
 

は
１

語
と

数
え

、
符

号
（

  .
  や

? な
ど

）
は

語
数

に
含

め
ま

せ
ん

。
（

記
入

例
）　

I ʼl
l

go
th

er
e.

（
３

語
）

4

- 54 -



- 55 -



- 56 -



- 57 -



- 58 -



- 59 -



- 60 -

66951
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66951
四角形


